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は
じ
め
に

元
久
二
年

(

一
二
〇
五)

三
月
二
十
六
日
の
竟
宴
の
後
、
幾
度
も
の
切

継
作
業
を
経
て
、
徳
本
正
俊
氏
旧
蔵
の
家
長
本
の
本
奥
書
が
伝
え
る
再
披

露
の
あ
っ
た
承
元
四
年

(

一
二
一
〇)

に
、『

新
古
今
和
歌
集』
の
編
纂

が
ほ
ぼ
完
成
す
る
と

(

１)

、
後
鳥
羽
院
の
和
歌
活
動
は
極
め
て
低
調
に
な
る
。

歌
人
と
し
て
の
後
鳥
羽
院
の
経
歴
に
お
い
て
、
樋
口
芳
麻
呂
氏
が

『

後
鳥

羽
院』

(

集
英
社
、
昭
60)

で
、｢

詠
歌
停
滞
の
時
代｣

と
名
付
け
ら
れ
た

時
期
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
何
事
に
も
根
を
詰
め
て
集
中
的
に
行
わ
な
く

て
は
気
の
済
ま
な
い
院
ら
し
い
、
反
動
の
現
れ
方
と
も
言
え
よ
う
。

承
元
五

(

建
暦
元)

年
に
は
催
し
は
見
出
せ
ず
、
建
暦
二
年
は
二
月
二

十
五
日
の

｢

紫
宸
殿
花
下
三
首｣

(

御
集
一
七
〇
七
〜
九
他)

、
十
二
月
の

『

五
人
百
首

(

２)』

が
確
認
で
き
る
程
度
。
建
保
初
年
に
は
、
七
月
十
七
日
の

｢

松
尾
社
歌
合｣

(

同
一
七
〇
九
〜
一
一
他)

、
十
二
月
十
四
日
の

｢

水
無

瀬
殿
当
座｣

(

同
一
七
一
二
〜
六
他)

の
二
度
、
同
二
年
は
二
月
の
御
会

(

同
一
七
一
七
〜
八
他)

、
八
月
二
十
七
日
の

｢

水
無
瀬
殿
撰
歌
合｣

(

同

一
七
一
九
〜
二
八
他)

、
九
月
三
日
の

｢

和
歌
所
当
座
会｣

(

同
一
七
二
九

〜
三
〇
他)

、
同
月
十
四
日
の

｢

和
歌
所
会｣

(

同
一
七
三
一
他)

の
四
度

で
、
な
ん
と
か
小
規
模
な
催
し
が
年
に
数
度
あ
る
程
度
と
い
っ
た
有
様
と

な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
と
反
比
例
す
る
か
の
よ
う
に
、
建
暦
二
年

(

一
二
一
二)

頃
か
ら

― 201 ―

中
世
歌
合
諸
本
の
研
究

(

八)
－－－

『

歌
合
建
保
三
年
六
月
二
日』

に
つ
い
て
・
附
校
本－－－

佐

々

木

孝

浩



順
徳
内
裏
歌
壇
で
の
活
動
が
目
立
ち
始
め
、
谷
山
茂
氏
が｢

建
保
三
、
四
、

五
年
ご
ろ
の
、
こ
う
い
う
歌
壇
の
盛
況
は
、
正
治
・
建
仁
ご
ろ
の
極
盛
期

に
つ
い
で
、
確
か
に
鎌
倉
時
代
和
歌
史
の
ま
た
一
つ
の
頂
点
を
形
成
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。(

中
略)

承
久
の
乱
さ
え
な
か
っ
た
ら
、
お
そ
ら
く
さ

ら
に
新
古
今
歌
壇
に
勝
る
と
も
劣
ら
ぬ
ほ
ど
の
輝
か
し
い
時
代
を
も
た
ら

し
た
に
ち
が
い
な
い｣
と
評
さ
れ
る
程

(

３)

で
あ
っ
た
。

本
稿
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る

『

歌
合
建
保
三
年
六
月
二
日』

は
、
そ
う

し
た
順
徳
院
歌
壇
の
活
況
に
刺
激
を
受
け
る
様
に
し
て
、
後
鳥
羽
院
が
久

し
ぶ
り
に
催
し
た
や
や
規
模
の
大
き
な
歌
合
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
後
鳥

羽
院
の
和
歌
や
歌
合
へ
の
興
味
が
、
新
古
今
集
編
纂
期
と
ど
の
様
に
変
化

し
て
い
る
の
か
な
ど
を
考
え
る
上
で
、
時
期
的
に
も
極
め
て
興
味
深
い
対

象
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

た
だ
し
、
本
歌
合
に
つ
い
て
は
、
既
に
吉
野
朋
美
氏
の

｢
後
鳥
羽
院
の

実
朝
懐
柔
と
和
歌
―
建
保
三
年

『

院
四
十
五
番
歌
合』

に
つ
い
て
―｣

(『

古
代
中
世
文
学
論
考
12』

新
典
社
、
平
16)

と
い
う
詳
細
な
論
考
が
備

わ
っ
て
お
り

(

４)

、
付
け
加
え
る
べ
き
こ
と
は
多
く
は
な
い
の
だ
が
、
伝
本
の

問
題
な
ど
の
基
礎
的
な
事
項
を
中
心
に
、
改
め
て
検
討
を
行
っ
て
み
た
い
。

一

概
要

本
歌
合
の
概
要
に
つ
い
て
は
吉
野
氏
論
文
が
詳
細
に
論
じ
て
い
る
の
で

そ
ち
ら
に
拠
ら
れ
た
い
が
、
本
歌
合
が
今
ま
で
注
目
さ
れ
て
き
た
点
は
、

主
と
し
て
、『

吾
妻
鏡』

建
保
三
年
七
月
六
日
条
に
、｢

内
々
勅
定｣

に
よ

り
、
参
加
者
の
一
人
で
あ
っ
た
坊
門
忠
信
が
本
歌
合
の
写
本
一
巻
を
将
軍

実
朝
に
献
じ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る

(

５)

。
後
鳥
羽
院
が
実
朝
の
懐

柔
を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
伝
え
て
く
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

峯
岸
義
秋
氏
は
、｢

当
時
の
宮
廷
と
武
家
社
会
と
の
関
係
を
、
ほ
そ
ぼ
そ

な
が
ら
歌
合
に
よ
つ
て
つ
な
い
だ
と
い
う
こ
と
は
文
芸
史
的
に
み
て
も
興

味
ふ
か
い
こ
と
で
あ
る｣

(

群
書
解
題)

と
評
し
て
お
ら
れ
る
し
、
目
崎

徳
衛
氏
も
、
実
朝
室
の
兄
忠
信
が
全
勝
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、｢

こ
の

歌
合
の
企
画
そ
の
も
の
が
遠
い
実
朝
を
念
頭
に
置
い
て
仕
組
ま
れ
た
よ
う

で
あ
る｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(

６)

。

吉
野
氏
は
こ
の
問
題
を
具
体
的
に
検
討
さ
れ
、
本
歌
合
が
歌
人
構
成
や

設
題
の
枠
組
な
ど
で
極
め
て
強
い
後
鳥
羽
院
色
を
示
す
も
の
で
あ
る
こ
と
、

院
の
五
番
全
勝
と
い
う
成
績
や
各
歌
人
の
詠
歌
に
、｢

院
を
予
祝
・
称
揚

す
る
意
図｣
が
あ
る
こ
と
を
確
認
さ
れ
、
本
歌
合
が
始
め
か
ら
実
朝
を
懐
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柔
す
る
目
的
で
企
画
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
追
認
し
て
お
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
以
下
に
吉
野
氏
に
導
か
れ
つ
つ
、
本
歌
合
の
概
要
に
つ
い
て

具
体
的
に
確
認
し
て
い
き
た
い
。

ア

開
催
時
期
・
場
所

本
歌
合
の
開
催
時
期
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
通
り

｢

謌
合

建
保
三
年

六
月
二
日｣

の
内
題
を
有
す
る
も
の
が
あ
っ
て
一
応
明
確
で
あ
る
。
私
家
集

で
も
後
鳥
羽
院
や
雅
経
・
秀
能
等
の
集
は
同
期
日
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、

定
家

『

拾
遺
愚
草』

で
は

｢

建
保
三
年
五
月｣

と
あ
っ
て
問
題
が
残
る
。

こ
の
時
期
の

『

明
月
記』

が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
あ
る
が
、

本
歌
合
か
ら『

新
勅
撰
集』

へ
の
入
集
歌
で
も
や
は
り｢

建
保
三
年
五
月｣

と
な
っ
て
お
り

(

７)

、
定
家
関
連
の
資
料
で
は
齟
齬
が
な
い
。
こ
の
ず
れ
は
ど

の
様
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

吉
野
氏
は
、
慈
円
の

『

拾
玉
集』

巻
四
に
本
歌
合
の
五
題
と
題
を
同
じ

く
す
る
歌
群
が
二
箇
所
に
確
認
で
き
る

(

四
〇
一
二
〜
二
二
、
四
〇
三
一

〜
四
〇)

こ
と
等
か
ら
、
本
歌
合
が
兼
日
の
催
し
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
、
二
日
が
披
講
さ
れ
た
期
日
な
の
で
、

給
題
は
そ
れ
以
前
と
な
り
、
お
そ
ら
く
は
五
月
中
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高

い
。
定
家
資
料
の

｢

五
月｣

は
こ
こ
に
由
来
す
る
も
の
と
考
え
た
い
。

ま
た
そ
の
会
場
は
、
定
家
及
び
秀
能
の
集
に
拠
る
と

｢

和
歌
所｣

と
あ

る
。
先
に
挙
げ
た
よ
う
に
、
建
保
二
年
に
も
和
歌
所
会
が
二
度
ば
か
り
催

さ
れ
て
は
い
る
が
、
こ
こ
で
歌
合
が
催
さ
れ
た
の
は
久
し
ぶ
り
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

イ

作
者

本
歌
合
の
作
者
十
八
名
に
つ
い
て
も
当
然
吉
野
氏
の
詳
細
な
検
証
が
備

わ
っ
て
い
る
。
十
二
名
が
後
鳥
羽
院
主
催
の
歌
合
の
常
連
で
あ
る
こ
と
、

そ
の
内
の
秀
能
・
家
長
・
成
茂
は
未
だ
順
徳
天
皇
内
裏
歌
壇
の
催
し
に
参

加
し
て
い
な
い
こ
と
、
残
る
六
名
の
内
の
行
意
・
忠
信
・
家
良
・
範
宗
は

同
内
裏
歌
壇
で
歌
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
て
い
る
こ
と
、
忠
信
・

家
良
・
実
氏
は
こ
の
歌
合
が
後
鳥
羽
院
主
催
の
歌
会
へ
の
初
め
て
の
出
詠

で
あ
る
こ
と
、
等
を
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。

ま
た
特
に
、
実
朝
室
の
兄
に
し
て
院
の
従
弟
で
も
あ
る
忠
信
と
、
歌
人

と
し
て
の
初
見
で
あ
り
、
公
的
な
和
歌
行
事
へ
の
唯
一
の
出
詠
で
も
あ
る

高
階
家
仲
の
参
加
に
注
目
さ
れ
、
家
仲
の
出
自
や
歌
歴
を
検
討
さ
れ
た
上

で
、
本
歌
合
の
作
者
に
加
え
ら
れ
た
の
は
、｢

後
鳥
羽
院
の

｢

零
落
者
を

拾
い
上
げ
る
趣
味｣

の
あ
ら
わ
れ
か
も
し
れ
な
い｣

と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(

８)

。

そ
し
て

｢

内
裏
歌
壇
に
詠
出
し
は
じ
め
た
ば
か
り
の
者
た
ち
を
含
み
つ
つ

も
、
定
家
や
家
隆
、
雅
経
ら
、
同
時
期
の
内
裏
歌
壇
を
リ
ー
ド
し
て
い
た

旧
来
の
歌
人
と
、
慈
円
や
秀
能
、
家
長
な
ど
、
ほ
ぼ
後
鳥
羽
院
の
催
し
に
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し
か
出
詠
し
な
い
新
古
今
歌
人
を
主
軸
に
据
え
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ

れ
は
、
当
代
ま
で
広
く
人
材
を
求
め
な
が
ら
も
、
昔
日
の
後
鳥
羽
院
歌
壇

の
面
影
を
色
濃
く
留
め
た
歌
人
構
成
で
あ
っ
た｣

と
纏
め
て
お
ら
れ
る
。

ほ
ぼ
整
理
し
つ
く
さ
れ
た
纏
め
だ
が
、
本
歌
合
作
者
の
、
建
保
元
年
か

ら
当
歌
合
ま
で
の
現
存
す
る
内
裏
歌
合
へ
の
参
加
状
況
を
中
心
と
す
る
一

覧
表
を
作
成
し
た
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
つ
つ
も
う
一
度
参
加
者
の
特
徴

を
確
認
し
て
み
た
い
。

次
頁
の
表
１
に
明
ら
か
な
様
に
、『
新
古
今
集』

作
者
で
な
い
の
は
、

行
意
・
忠
信
・
実
氏
・
家
仲
・
家
良
・
範
宗
の
六
人
で
あ
る
。
こ
れ
は
吉

野
氏
が

｢

後
鳥
羽
院
の
主
催
す
る
歌
合
の
常
連｣
と
認
定
さ
れ
た
十
二
人

を
除
い
た
六
名
と
、
あ
る
意
味
当
然
な
が
ら
一
致
す
る
。
仙
洞
歌
壇
に
引

き
続
い
て
、
順
徳
内
裏
歌
壇
で
も
活
躍
す
る
顔
触
れ
か
ら
十
八
名
を
選
ぶ

こ
と
は
十
分
に
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
に
、
後
鳥
羽
院
は
そ
れ
を
し

て
い
な
い
。
院
自
身
が
変
化
を
求
め
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
問
題
の
六
名
に
つ
い
て
、
本
歌
合
の
歌
人
と
な
っ
た
理
由
を

検
討
し
て
み
た
い
。

行
意
は
松
殿
基
房
の
男
で
、
慈
円
同
様
摂
関
家
の
出
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
そ
の
出
自
に
甘
え
る
こ
と
な
く
、
大
峰
や
関
東
で
の
修
行
を
行
い

(

新
後
拾
遺
集
八
八
七
詞
書
等)

、
土
御
門
・
順
徳
の
護
持
僧
と
な
っ
て
い

る
。
年
齢
的
に
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
活
躍
し
て
い
て
も
不
思
議
は
な
い
の

だ
が
、
そ
の
歌
人
と
し
て
の
始
発
は
建
保
二
年
八
月
十
六
日
の
内
裏
歌
合

か
ら
と
遅
く
、
し
か
も
同
五
年
十
一
月
二
十
九
日
に
没
し
て
い
る
の
で
、

わ
ず
か
四
年
足
ら
ず
の
活
動
期
間
で
あ
っ
た
。『

夫
木
抄』

一
三
九
二
五
・

一
四
一
〇
六
の
集
付
に
よ
る
と
家
集
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
後
鳥
羽
院
主
催

の
も
の
で
は
、
建
保
二
年
八
月
二
十
七
日
の

｢

水
無
瀬
殿
撰
歌
合｣

に
出

詠
し
た
ら
し
く

(

新
勅
撰
集
三
四
三)

、
本
歌
合
が
二
度
目
と
な
る
。
後

に

『

新
勅
撰
集』

へ
の
四
首
撰
入
や
、『

続
歌
仙
落
書』

・『

新
時
代
不
同

歌
合』

の
作
者
に
撰
ば
れ
て
い
る
こ
と
が
示
す
如
く
、
そ
の
出
自
や
地
位

の
み
な
ら
ず
歌
人
と
し
て
の
実
力
を
も
認
め
ら
れ
て
の
参
加
と
な
っ
た
も

の
で
あ
ろ
う

(

９)

。

忠
信
は
言
わ
ず
と
し
れ
た
後
鳥
羽
院
の
近
臣
で
、
院
の
従
弟
に
あ
た
る

ば
か
り
で
は
な
く
、
隠
岐
に
も
随
行
し
た
寵
姫
の
一
人
で
あ
る
坊
門
局

(

西
御
方)

や
実
朝
室
を
姉
妹
に
持
つ
重
要
人
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
歌
歴

は
建
保
二
年
二
月
三
日
の
内
裏
詩
歌
合
あ
た
り
か
ら(

夫
木
抄
九
九
四
四)

の
様
だ
が
、
同
三
年
五
月
五
日
に
院
御
所
で
雅
経
と
贈
答
を
交
わ
す

(

明

日
香
井
集
一
六
四
四
、
五)

な
ど
、
相
応
に
和
歌
に
親
し
ん
で
い
た
ら
し

い
。
翌
年
の
院
百
首
作
者
と
な
り
、
同
五
年
四
月
十
四
日
庚
申
和
歌
会
に

参
加

(

明
月
記)
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
も
、
本
歌
合
へ
の
参
加

― 204 ―



― 205 ―

表
１

＊
催
し
等
の
略
号
の
意
味
は
左
の
通
り
。

院
…
鴨
御
祖
・
賀
茂
別
雷
社
歌
合
建
永
二
年
三
月
七
日

(

院
主
催)

Ａ
…
建
暦
三
年
七
月
十
三
日
内
裏
歌
合

Ｂ
…
建
暦
三
年
八
月
七
日
内
裏
歌
合

Ｃ
…
建
暦
三
年
閏
九
月
十
九
日
仙
洞
歌
合

Ｄ
…
建
保
二
年
七
月
二
日
禁
裏
歌
合

Ｅ
…
建
保
二
年
八
月
十
六
日
内
裏
歌
合

Ｆ
…
建
保
二
年
九
月
三
十
日
月
卿
雲
客
妬
歌
合

名
…
建
保
三
年
十
月
二
十
四
日
建
保
名
所
百
首

後
…
建
保
四
年
二
月
後
鳥
羽
院
百
首

(

判
明
分
の
み)

新
…
新
古
今
集
入
集
歌
数

(

異
本
歌
・
後
出
歌
を
含
む)

勅
…
新
勅
撰
集
入
集
歌
数

(

同
右)

全
…
勅
撰
集
入
集
歌
数

(

同
右)

歳
…
建
保
三
年
時
年
齢

(

俊
成
卿
女
は
推
定)

成

茂

家

長

秀

能

範

宗

俊
成
女

家

良

雅

経

定

家

慈

円

家

仲

行

能

家

隆

寂

印

実

氏

忠

信

通

光

行

意

後
鳥
羽

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 院

○ ○ Ａ

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｂ

○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｃ

○ Ｄ

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｅ

○ ○ ○ ○ 判 Ｆ

○ ○ ○ ○ ○ ○ 名

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 後

1 3 17 0 28 0 23 46 92 0 1 43 19 0 0 14 0 37 新

5 9 9 6 8 7 20 15 27 1 8 43 7 17 4 4 4 0 勅

44 36 80 14 115 119 35 467 269 1 49 284 91 247 11 49 28 256 全

36 40 32 45 45 24 46 54 61 ? 36 58 61 22 28 28 45 36 歳



は
自
然
で
あ
る
と
評
せ
よ
う

(�)
。

実
氏
は
西
園
寺
公
経
の
男
で
、
本
歌
合
の
作
者
中
も
っ
と
も
若
年
で
あ

る
。
建
暦
二
年

(

一
二
一
二)

十
二
月
二
十
五
日
・
翌
建
保
元
年
正
月
十

日
・
同
閏
九
月
五
日
の
院
御
所
有
心
無
心
連
歌
会
に
参
加
す
る
等
、
院
に

近
侍
し
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
建
保
二
年
八
月
二
十
七
日
院
主
催
の

｢

水

無
瀬
殿
撰
歌
合｣

で
歌
合
に
初
参
加
し
て
お
り

(

新
勅
撰
集
三
四
一)

、

家
柄
や
院
と
の
関
係
な
ど
か
ら
考
え
て
も
、
や
は
り
不
思
議
の
な
い
参
加

と
言
え
る
で
あ
ろ
う

(�)
。

家
仲
に
つ
い
て
は
吉
野
氏
が
詳
し
く
紹
介
し
て
お
ら
れ
る
が
、
重
複
を

恐
れ
ず
再
度
確
認
し
て
お
き
た
い
。
家
仲
は
三
井
寺
法
橋
行
全
の
男
で
、

殷
富
門
院
蔵
人
で
あ
っ
た
と

『

尊
卑
分
脈』

に
見
え
て
い
る
。
高
階
氏
と

い
え
ば
、『

遺
塵
和
歌
集』

撰
者
の
宗
成
が
歌
人
と
し
て
著
名
で
あ
る
が
、

こ
ち
ら
は
曾
祖
父
の
兄
の
子
孫
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
近
し
い
関
係
で
は
な

い
。
ま
た
親
族
に
歌
人
ら
し
い
人
物
も
見
当
た
ら
ず
、
累
代
の
歌
人
と
は

称
せ
な
い
人
物
で
あ
る
。
そ
の
判
明
す
る
公
式
な
和
歌
行
事
へ
の
参
加
は

本
歌
合
の
み
、
ま
た
勅
撰
集
へ
の
入
集
も
本
歌
合
か
ら
の
一
首
の
み
で
あ

り
、
当
時
若
年
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
後
一
廉
の
歌
人
に
な
っ
た
と

も
言
え
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
様
な
家
仲
が

｢

蔭
孫

(�)｣

と
い
う
、
古
く
は

延
喜
六
年

(

九
〇
六)

『

日
本
紀
竟
宴
和
歌』

の

｢

学
生
蔭
孫
従
七
位
下

矢
田
部
宿
禰
公
望
・
学
生
蔭
孫
従
七
位
上
藤
原
朝
臣
忠
紀｣

と
い
う
例
や
、

長
元
八
年

(

一
〇
三
五)

五
月
十
六
日
の

『

賀
陽
院
水
閣
歌
合』

の

｢

蔭

孫
藤
原
貞
章
・
蔭
孫
源
頼
家｣

、
あ
る
い
は
や
や
近
づ
い
て
、
嘉
応
二
年

(

一
一
七
〇)

十
月
九
日
の

『

住
吉
社
歌
合』

の
、｢

蔭
孫
正
六
位
上
源
朝

臣
宗
長
元
通
清｣

が
確
認
で
き
る
程
度
で
、
内
裏
や
仙
洞
の
歌
合
に
は
見

出
せ
な
い
程
の
低
い
身
分
で
あ
り
な
が
ら
、
作
者
に
加
え
ら
れ
た
の
は
如

何
な
る
理
由
が
あ
っ
て
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

家
仲
の
和
歌
は
、
後
藤
基
政

『

東
撰
和
歌
六
帖』

の
現
存
部
に
六
首
、

『

東
撰
和
歌
六
帖
抜
粋
本』

に
三
首
と
少
な
か
ら
ぬ
数
が
撰
歌
さ
れ
、
ま

た
冷
泉
為
相
撰
の

『

拾
遺
風
躰
和
歌
集』

に
一
首
と
、
共
に
関
東
と
縁
の

深
い
撰
集
に
入
集
し
て
い
る
の
は
興
味
深
い
が
、
基
政
は
建
保
二
年
の
生

ま
れ
で
あ
り
、
家
仲
が
鎌
倉
に
下
向
し
て
歌
人
と
し
て
活
躍
し
た
と
し
て

も
、
そ
れ
は
本
歌
合
の
ず
っ
と
後
年
の
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と

な
る
と
、
注
目
す
べ
き
資
料
は
や
は
り
吉
野
氏
の
引
か
れ
た
、『

明
月
記』

嘉
禄
元
年

(

一
二
二
五)

十
月
十
八
日
条
の
み
と
な
る
。
定
家
の
異
父
兄

隆
信
息
の
猶
円
僧
都
が
や
っ
て
来
て
、
高
階
家
仲
を
定
家
亭
に
住
ま
わ
せ

る
こ
と
を
定
家
に
同
意
さ
せ
る
の
だ
が
、
そ
の
家
仲
に
つ
い
て
定
家
は
、

｢

是
仙
洞
之
昔
、
堪
和
歌
之
由
、
暫
有
其
沙
汰
者
也
。
歌
会
之
時
被
召
寄
、

後
年
漸
無
其
沙
汰
。
在
伊
平
卿
家
、
近
日
殊
愁
世
路
云
々｣

と
評
し
て
い
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る
。
承
久
の
乱
以
前
に
和
歌
の
上
手
と
の
評
判
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ

る
。
そ
れ
で
歌
会
に
召
さ
れ
た
と
い
う
の
だ
が
、
こ
れ
は
や
は
り
吉
野
氏

の
推
定
通
り
本
歌
合
の
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
後
は
召
し

出
し
も
な
か
っ
た
と
い
う
の
だ
か
ら
、
結
局
後
鳥
羽
院
の
眼
鏡
に
適
わ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
当
時
参
議
伊
平
の
許
に
あ
っ
た
と
い
う

の
だ
が
、
伊
平
は
建
保
三
年
当
時
は
十
七
歳
で
、
家
仲
の
後
見
的
な
立
場

に
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
な
る
と
、
そ
の
歌
人
と
し
て

の
評
判
が
立
つ
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
院
の
耳
に
入
れ
う
る
場
や
存
在
と
し

て
は
、
や
は
り
後
白
河
院
皇
女
で
後
鳥
羽
院
准
母
で
あ
っ
た
、
殷
富
門
院

の
周
辺
し
か
考
え
難
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
女
院
の
崩
御
は
建
保
四

年
で
、
何
時
ま
で
家
仲
が
そ
の
蔵
人
で
あ
っ
た
か
は
不
明
な
が
ら
、
現
状

で
は
そ
の
筋
の
み
し
か
見
え
て
こ
な
い
の
で
あ
る
。

先
の
記
事
の
二
日
後
か
ら
、
家
仲
は
定
家
亭
で
家
人
と
し
て
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
同
亭
で
の
歌
会
に
雑
用
を
こ
な
し
な
が
ら
参
加
し
た
り

(
安

貞
元
年

(

一
二
二
七)

二
月
十
日
条)

、
定
家
妻
の
日
吉
参
詣
の
共
を
し

た
り

(

同
年
正
月
十
日
条)

し
て
お
り
、
そ
の
諸
国
権
守
任
官
に
定
家
も

援
助
し

(

同
十
二
月
二
十
九
日
条)

も
し
て
い
る
が
、
定
家
に

｢

至
愚
本

性｣
(

同
三
月
十
二
日)

と
評
さ
れ
る
程
の
人
物
で
あ
っ
た
故
か
、
寛
喜

二
年

(

一
二
三
〇)

迄
に
は
定
家
亭
を
離
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
漸
く

天
福
元
年

(

一
二
三
三)

に
な
っ
て
叙
爵
を
果
た
し
て
い
る

(

八
月
十
九

日
条)

様
に
、
そ
の
後
も
は
か
ば
か
し
い
こ
と
は
無
か
っ
た
様
で
、
文
暦

元
年

(

一
二
三
四)

七
月
四
日
条
が
そ
の
名
の
見
え
る
最
後
で
あ
る
。
こ

の
後
鎌
倉
に
下
向
し
た
と
す
る
と
、
定
家
の
家
人
で
あ
っ
た
こ
と
を
最
大

限
に
活
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
成
果
が

『

東
撰
六
帖』

等

へ
の
入
集
で
あ
る
と
考
え
た
い
。

家
良
は
、
新
古
今
期
の
主
要
歌
人
の
一
人
で
あ
る
忠
良
の
男
。
実
氏
に

次
ぐ
若
年
で
、
歌
歴
も
少
な
く
、
建
保
二
年
九
月
三
十
日
の

『

月
卿
雲
客

妬
歌
合』

が
そ
の
初
見
で
あ
る
が
、
後
年
隠
岐
の
院
か
ら
詠
歌
を
求
め
ら

れ
た
こ
と
が
示
す
如
く

(

後
鳥
羽
院
定
家
知
家
入
道
撰
歌)

、
後
鳥
羽
院

と
は
近
し
い
関
係
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
血
統
か
ら
し
て
も
、
実
氏
と

共
に
作
者
に
撰
ば
れ
る
の
は
や
は
り
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い

(�)

。

範
宗
は
、
藤
原
南
家
治
部
少
輔
基
明
の
男
で
、
通
憲
の
曾
孫
に
当
た
る
。

順
徳
院
生
母
修
明
門
院
の
姉
妹
を
妻
と
し
、
順
徳
の
近
臣
中
の
近
臣
で
あ
っ

た
。
年
齢
的
に
は

『

新
古
今
集』

に
入
集
し
て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い

が
、
順
徳
に
近
侍
し
て
い
た
故
か
、
そ
の
歌
歴
は
順
徳
内
裏
歌
壇
と
共
に

始
ま
り
、
し
か
も
建
暦
二
年

(

一
二
一
二)

当
初
か
ら
そ
の
常
連
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
内
裏
歌
壇
で
の
活
躍
に
つ
い
て
、
杉
山
幸
志
氏
は

｢

歌

道
家
出
身
の
歌
人
と
同
じ
よ
う
な
歌
合
へ
の
参
加
を
み
せ
て
い
る
。
あ
く
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ま
で
推
測
で
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
近
侍
の
歌
人
の
中
で
も
範
宗
は
歌
道

家
と
関
わ
り
の
深
い
者
と
同
様
に
、
専
門
歌
人
的
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
、

ゆ
く
ゆ
く
は
順
徳
院
歌
壇
の
中
核
の
一
人
と
な
る
よ
う
成
長
し
て
欲
し
い

と
い
う
順
徳
院
の
意
向
を
反
映
し
て
の
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か｣

と
述

べ
て
お
ら
れ
る

(�)
。
ま
た
杉
山
氏
は
康
光
や
範
基
等
の
他
の
順
徳
院
近
臣
歌

人
と
違
っ
て
、
範
宗
の
特
別
な
立
場
を
伝
え
る
も
の
と
し
て
、
後
鳥
羽
院

主
催
の
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
確
か
に
範
宗

は
、
建
保
二
年
の

『

水
無
瀬
殿
撰
歌
合』

や
四
年
の
院
百
首
、
あ
る
い
は

五
年
四
月
十
四
日
の
院
庚
申
和
歌
会
に
も
加
わ
っ
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
も

い
わ
ば
相
婿
と
な
る
範
宗
に
は
、
特
別
な
感
情
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ

る
の
で
あ
る
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
新
古
今
撰
者
四
名
と
慈
円
や
俊
成
卿
女
、
院
の

乳
母
を
母
に
持
ち
兄
通
具
よ
り
も
院
の
お
気
に
入
り
と
な
っ
た
通
光
、
そ

し
て
側
近
の
代
表
格
で
あ
る
秀
能
と
家
長
等
、
や
は
り
新
古
今
時
代
の
歌

人
達
を
中
心
と
し
て
、
行
意
・
実
氏
・
忠
信
・
家
良
等
権
門
出
身
の
新
人

歌
人
等
を
加
え
た
構
成
と
纏
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
新
古
今
撰
者
と
俊

成
卿
女
が
、
順
徳
内
裏
歌
壇
で
も
主
要
構
成
員
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
の

は
実
力
か
ら
し
て
も
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
後
年
順
徳
院
の
佐
渡
配

流
に
供
奉
し
た
康
光
、
あ
る
い
は
定
家
息
の
光
家
と
為
家
等
の
内
裏
歌
壇

の
常
連
は
撰
ば
れ
ず
、
行
意
・
忠
信
・
実
氏
・
家
良
等
の
内
裏
歌
壇
と
や

や
距
離
が
あ
っ
た
歌
人
が
撰
ば
れ
て
い
る
の
は
、
か
な
り
意
図
的
な
も
の

と
み
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
を
後
鳥
羽
院
の
本
格
的
な
和
歌
活
動
を
始

め
た
順
徳
へ
の
遠
慮
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
が
、
内
裏
歌
壇
で
の

歌
人
評
価
を
そ
の
ま
ま
自
身
主
催
の
歌
合
に
持
ち
込
む
こ
と
に
、
後
鳥
羽

院
が
抵
抗
を
感
じ
た
こ
と
の
反
映
と
考
え
て
お
き
た
い
。
そ
の
新
人
選
択

の
目
に
ほ
ぼ
狂
い
が
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
歌
人
達
の
そ
の
後
の
活
躍

や
、『

新
勅
撰
集』

以
下
の
勅
撰
集
へ
の
入
集
歌
数
に
明
ら
か
で
あ
り
、

殊
に
、
実
氏
・
家
良
等
は
後
嵯
峨
院
歌
壇
へ
の
後
鳥
羽
院
か
ら
の
置
き
土

産
と
も
い
う
べ
き
存
在
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
と
も
か
く
も
、
本
歌
合

の
歌
人
の
顔
触
れ
は
、
新
古
今
集
編
纂
期
の
そ
れ
と
は
違
い
が
は
っ
き
り

と
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

最
後
に
問
題
と
な
る
の
は
、
や
は
り
忠
信
と
家
仲
の
存
在
で
あ
ろ
う
。

吉
野
氏
の
説
か
れ
る
よ
う
に
、
院
が
企
画
の
段
階
か
ら
実
朝
を
意
識
し
て

い
た
と
な
る
と
、
忠
信
は
必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
実
朝
を
意
識
し
て
い
な
く
て
も
作
者
に
撰
ば
れ
る
可
能
性

は
低
く
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
家
仲
は
や
は
り
謎
だ
ら
け
で
あ

る
。
鎌
倉
と
の
繋
が
り
は
、
後
年
の
私
撰
集
の
み
し
か
確
認
で
き
ず
、
定

家
と
の
関
係
か
ら
み
て
も
、
一
目
措
か
れ
る
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
と
も
考
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え
が
た
い
。
そ
の
参
加
の
み
で
、
本
歌
合
に
対
す
る
後
鳥
羽
院
の
思
い
入

れ
の
強
さ
や
目
論
み
ま
で
も
判
断
で
き
る
も
の
で
は
な
い
が
、
耳
に
し
た

評
判
を
試
し
て
み
よ
う
と
い
う
程
度
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

ウ

結
番
・
判
者

こ
の
十
八
名
の
結
番
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
後
鳥
羽
院
歌
壇
の
初

期
に
好
ま
れ
た
隠
名
乱
合
で
は
な
く
、
元
久
期
頃
か
ら
普
通
と
な
っ
た
固

定
式
の
結
番
と
な
っ
て
い
る
。
対
戦
す
る
二
人
の
実
力
の
差
が
は
っ
き
り

し
や
す
い
方
式
だ
が
、
組
合
せ
に
は
気
を
遣
う
こ
と
に
な
る
。
元
久
元
年

(

一
二
〇
四)

十
月
二
十
九
日
の

『

石
清
水
若
宮
歌
合』

で
は
下
野
と
、

同
十
一
月
十
日
の

『

春
日
社
歌
合』

で
は
良
経
と
、
建
永
元
年

(

一
二
〇

六)

七
月
廿
五
日
の

『

卿
相
侍
臣
歌
合』

で
は
家
隆
と
組
ん
だ
後
鳥
羽
院

は
、
本
歌
合
で
は
慈
円
を
相
手
に
し
て
い
る
。

新
顔
の
六
人
に
注
目
す
る
と
、
行
意
は
定
家
、
忠
信
は
家
良
と
、
実
氏

は
俊
成
卿
女
、
範
宗
は
寂
印

(

有
家)

、
そ
し
て
家
仲
は
成
茂
と
い
っ
た

よ
う
に
、
身
分
や
年
齢
を
考
慮
し
つ
つ
、
そ
の
力
を
計
る
の
に
適
当
な
組

合
せ
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
新
顔
の
中
で
、
忠
信
の
み
が
与
し
易
い
相
手

な
の
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
他
も
、
通
光
と
雅
経
、
家
隆
と
秀
能
、
行
能

と
家
長
と
い
う
番
は
穏
当
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
番
と
成
績
の
一
覧
を
作
成

し
た

(

表
２)

の
で
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

後
に
問
題
と
す
る
が
、
後
鳥
羽
院
と
忠
信
が
圧
倒
的
な
強
さ
を
し
め
し

て
い
る
の
は
や
や
問
題
が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
の
他
の
番
は
皆
成
績
が
伯

仲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
全
体
の
顔
触
れ
を
見
渡
し
て
の
左
右
分

け
と
結
番
は
、
配
慮
と
計
算
が
行
き
届
い
た
穏
当
な
も
の
で
あ
っ
た
と
評

せ
る
で
あ
ろ
う
。

判
者
に
つ
い
て
は
、
全
伝
本
に

｢

衆
議

詞
宸
筆
後
日
被
下
之｣

と
あ

る
。
後
鳥
羽
院
は
確
実
な
も
の
で
は
、
建
仁
二
年

(

一
二
〇
二)

六
月
の
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仲

行

能

家

隆

寂

印

実

氏

忠

信

通

光

行

意

後
鳥
羽
左

１ ０ ０ １ １ ５ ０ １ ５ 勝

１ ２ ０ ２ １ ０ １ ２ ０ 負

３ ３ ５ ２ ３ ０ ４ ２ ０ 持

成

茂

家

長

秀

能

範

宗

俊
成
女

家

良

雅

経

定

家

慈

円
右

１ ２ ０ ２ １ ０ １ ２ ０ 勝

１ ０ ０ １ １ ５ ０ １ ５ 負

３ ３ ５ ２ ３ ０ ４ ２ ０ 持

表
２



『
水
無
瀬
釣
殿
当
座
六
首
歌
合』

や
、
同
年
九
月
二
十
六
日
の

『

若
宮
撰

歌
合』

(

十
五
番)

、
同
年
冬
か
ら
翌
年
春
頃
と
考
え
ら
れ
る

『

千
五
百
番

歌
合』
、
元
久
元
年

(

一
二
〇
四)

十
月

『

石
清
水
若
宮
歌
合』

等
で
判

者
と
な
っ
て
お
り
、
建
永
元
年

(

一
二
〇
六)

七
月
二
十
五
日

『

卿
相
侍

臣
歌
合』

で
は
、
衆
議
判
の
判
詞
執
筆
も
行
っ
て
い
る
。
現
存
し
な
い
建

保
二
年
八
月
二
十
七
日
の

｢
水
無
瀬
殿
秋
十
首
撰
歌
合｣

も
、
衆
議
判
で

あ
っ
た
こ
と
が

『

明
月
記』
に
拠
り
明
ら
か
で
あ
る
が
、
判
詞
執
筆
者
は

不
明
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
か
ら
す
れ
ば
、
こ
の
衆
議
判
で
自
身
が
判

詞
執
筆
を
勤
め
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
期
と
し
て
は
自
然
な
あ
り
方

だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

後
鳥
羽
院
の
判
詞
の
表
現
的
な
特
徴
に
関
し
て
は
、｢

中
世
歌
合
諸
本

の
研
究

(

五)｣

で
少
々
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
歌
合
で
も

｢

あ
な

が
ち｣

の
語
が
三
番

(

十
四
・
十
七
・
二
十
七
番)

に
見
え
る
こ
と
は
、

ら
し
さ
が
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(�)
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
で
特
徴
的
な
の
は
、
や
は
り
吉
野
氏
が
注
目

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
院
と
忠
信
が
全
勝
で
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
氏
は

主
催
者
を
限
定
せ
ず
に
承
久
の
乱
以
前
に
催
さ
れ
た
衆
議
判
の
歌
合
を
整

理
さ
れ
て
、
そ
の
十
一
例
中
で
主
催
者
が
全
勝
な
の
は
、
元
久
元
年
十
一

月
十
一
日
の

『

北
野
宮
歌
合』

の
み
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
こ
の
様

な
成
績
の
背
後
に
、
主
催
者
を

｢

称
揚
し
、
予
祝
す
る
意
図｣

が
あ
り
、

尚
か
つ
、
院
に
と
っ
て
は
、｢『

新
古
今
集』

中
屈
指
の
歌
人
で
あ
っ
た
慈

円
を
相
手
に
、
出
詠
者
自
身
の
お
こ
な
う
評
定
で
支
持
を
得
て
全
勝
を
お

さ
め
る
院
の
姿
を
、
本
歌
合
の
享
受
者
に
印
象
づ
け
る｣

意
味
が
あ
っ
た

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
も
実
朝
に
対
す
る
意
識
の
反
映
が
あ
る

と
見
て
お
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
歌
合
の
一
番
判
詞
を
見
る
と
衆
議
の
雰
囲
気
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う

で
あ
る(

校
本
を
参
照
い
た
だ
き
た
い)

。
先
ず
左
方
が
、
右
か
ら
批
判
さ

れ
る
前
に
と
、｢

霞
の
光｣

と
い
う
語
が
和
歌
に
は
聞
き
慣
れ
な
い
旨
を

申
告
し
、
そ
れ
に
乗
ず
べ
き
右
方
は
、
聞
き
慣
れ
な
く
て
も
確
か
に
あ
る

か
ら
難
に
当
た
ら
な
い
と
返
す
の
で
あ
る
。
更
に
左
方
が
右
歌
を
褒
め
て

左
は
及
ば
な
い
と
言
う
と
、
右
も
左
に
は
た
い
し
た
難
が
無
い
と
受
け
る

の
で
あ
る
。
結
局｢

以
左
勝
と
被
仰
侍
に
き｣

と
勝
負
が
決
し
た
と
あ
る
。

『

六
百
番
歌
合』

の
よ
う
に
左
右
に
分
か
れ
て
の
難
陳
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
判
る
の
だ
が
、
お
互
い
に
譲
り
あ
う
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
る
の
は

少
々
異
様
で
あ
る
。
し
か
し
、
翌
四
年
閏
六
月
九
日
の『

内
裏
百
番
歌
合』

は
、
衆
議
判
で
定
家
が
執
筆
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
一
番
で
も

｢

右
方

歌
人
等
申
云
、
左
歌
更
無
其
難
上
似
秀
逸
歟｣

な
ど
と
あ
る
の
で
、
本
歌

合
で
も
形
式
通
り
に
一
番
左
を
勝
と
す
る
た
め
の
発
言
で
あ
っ
た
も
の
と
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思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
内
容
か
ら
す
る
と
、
こ
こ
で
の
左
方
の
発
言
者
は

主
に
院
自
身
で
あ
ろ
う
か
。
確
か
に
、｢

霞
の
光｣

と
い
う
句
で
は
確
か

な
先
例
は
確
認
で
き
ず
、
右
方
の
認
定
は
か
な
り
甘
い
も
の
と
言
え
そ
う

で
あ
る

(�)
。
決
着
を
付
け
た
の
も

｢

被
仰｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
院
自

身
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
自
敬
表
現
の
様
で
も
あ
る
が
、
こ
こ
は
あ
く
ま

で
判
詞
執
筆
者
の
立
場
で
の
表
現
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
自
身

が
判
者
と
な
っ
た

『

水
無
瀬
釣
殿
当
座
六
首
歌
合』

や

『

石
清
水
若
宮
歌

合』

、
あ
る
い
は

『

遠
島
歌
合』
な
ど
で
は
、
一
番
の
自
歌
を
持
に
し
て

い
る
の
に
、『

卿
相
侍
臣
歌
合』

(

院
は
二
勝
一
持)

や
本
歌
合
な
ど
で
勝

と
な
っ
て
い
る
の
も
、
衆
議
故
の
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
に
し
て
も
や
は
り
五
番
全
て
で
勝
と
な
り
、
ま
た
そ
れ
を
黙
認
し

て
い
る
の
は
特
徴
的
で
あ
る
。｢

右
方
又
申
曰
、
左
可
勝
に
や｣

(

十
番)

、

｢

左
猶
可
勝
よ
し
さ
た
あ
り
て
勝
に
な
り
侍
り
に
き｣

(

十
九
番)
、｢

右
方

申
曰
、
左
歌
な
ほ
可
勝｣
(

二
十
八
番)

、｢

猶
左
可
勝
之
由
、
右
方
定
申
、

仍
為
勝｣

(

三
十
七
番)

と
い
っ
た
有
様
で
、
さ
す
が
に

｢

左
方
又
申
曰
、

た
だ
人
の
可
詠
歌
に
あ
ら
ず
、
定
有
其
様
歟｣

(

十
番)

、｢

殊
宜
由
、
左

方
頗
に
申
せ
ど
も｣

(

十
九
番)

、｢

左
方
申
曰
、
右
歌
殊
よ
ろ
し
く
侍
り｣

(

二
十
八
番)

、｢

左
方
重
申
曰
、
殊
に
た
だ
あ
り
な
る
さ
ま
に
は
侍
ら
ず
、

右
歌
尤
可
勝
よ
し
申
之｣

(

三
十
七
番)

と
、
慈
円
に
は
相
応
の
配
慮
を

し
て
い
る
の
だ
が
、
左
の
勝
が
既
定
の
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
進
行
し
て
い

る
の
で
あ
る
。

『

新
古
今
集』

完
成
後
の
後
鳥
羽
院
は
、
隠
名
乱
合
の
形
式
を
通
し
て
、

互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
一
体
感
を
味
わ
う
よ
う
な
君
主
で
は
な
く
、

身
分
通
り
の
位
置
と
成
績
を
得
る
こ
と
を
当
然
と
し
、
参
加
者
も
そ
の
こ

と
に
気
を
遣
う
君
主
と
な
っ
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

一
方
や
は
り
全
勝
で
あ
っ
た
忠
信
の
番
の
判
詞
を
見
る
と
、
最
初
の
四

番
で
、｢

右
方
申
曰
、
左
方
難
陳
ひ
き
か
た
う
侍
り｣

と
あ
る
こ
と
に
注

意
さ
れ
る
。
そ
の
理
由
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
だ
が

(

あ
る
い
は
忠
信
が

衆
議
の
場
に
不
在
で
あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
か)

、
右
方
は
左
方
か
ら
の

非
難
に
腰
が
引
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
十
三
番
で
も

｢

右
方
無
陳
申
旨｣

(

十
三
番)

と
、
左
方
に
反
論
し
て
い
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、｢

其
上
左

哥
こ
ゝ
ろ
あ
る
さ
ま
侍
に
や｣

(

四
番)

、｢

右
方
申
曰
、
我
袖
こ
め
て
と

い
へ
る
殊
よ
ろ
し
く
侍
り｣

(

二
十
二
番)

、｢

右
方
申
曰
、
う
た
て
し
く

る
ゝ
あ
さ
ち
ふ
の
宿
尤
よ
ろ
し｣

(

三
十
一
番)

、｢

左
右
共
に
申
曰
、
左

哥
尤
よ
ろ
し
く
侍
り｣

(

四
十
番)

と
い
っ
た
具
合
で
、
右
方
は
ひ
た
す

ら
左
歌
を
褒
め
て
い
る
の
で
あ
る
。

建
保
四
年
の

『

内
裏
百
番
歌
合』

で
は
、
経
通
と
番
え
ら
れ
て
三
勝
三

負
持
四
、
同
五
年
の

『

冬
題
歌
合』

で
は
、
兵
衛
内
侍
と
番
え
ら
れ
て
一
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勝
四
負
持
二
と
い
う
、
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
成
績
で
あ
り
、
院
歌
壇
あ
る

い
は
本
歌
合
で
の
忠
信
が
や
は
り
特
別
な
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
と
共
に
、
院
主
催
の
歌
合
の
衆
議
の
場
が
、『

新
古
今
集』

編
纂
期

と
は
変
質
し
た
ら
し
い
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

と
は
い
え
、
そ
の
他
の
番
で
は
単
な
る
形
式
的
な
難
陳
に
終
わ
ら
ず
、

｢

左
方
又
申
曰
、
ま
こ
と
に
左
哥
も
あ
な
か
ち
の
こ
と
侍
ら
す｣

(

二
十
七

番)

な
ど
、
自
方
で
あ
っ
て
も
身
贔
屓
を
せ
ず
に
批
判
し
て
い
る
し
、
三

十
四
番
で

｢

両
方
ひ
き�
申
あ
ひ
侍
き｣

と
あ
る
如
く
、
後
鳥
羽
院
の

主
導
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
な
り
に
活
発
な
発
言
が
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
ま
た
吉
野
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
二
十
二
番
右
の
家
良
歌
に

対
す
る

｢

ち
か
き
歌
の
中
に
き
ゝ
な
れ
て｣

、
二
十
六
番
左
の
行
能
歌
に

対
す
る｢

ち
か
き
世
の
哥
こ
と
は
そ
の
こ
ゝ
ろ
を
も
か
へ
さ
る
如
何｣

等
、

本
歌
取
り
の
問
題
な
ど
に
も
つ
な
が
る
注
目
す
べ
き
内
容
も
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。エ

歌
題

本
歌
合
の
歌
題
は
、｢

春
山
朝
・
夕
早
苗
・
行
路
秋
・
暁
時
雨
・
松
経

年｣

で
あ
る
。
こ
の
出
題
に
つ
い
て
も
吉
野
氏
は
、
四
季
と
雑
、
あ
る
い

は
四
季
題
の
歌
合
・
歌
会
は
後
鳥
羽
院
歌
壇
で
は
珍
し
い
も
の
で
、
こ
う

し
た
勅
撰
集
の
部
立
に
近
い
晴
儀
性
の
強
い
出
題
が
な
さ
れ
る
の
は
、
院

の
志
向
と
積
極
的
な
関
わ
り
が
あ
る
催
し
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

こ
の
指
摘
と
は
別
に
注
目
し
た
い
の
が
、
そ
の
四
季
題
が
景
物
と
時
間

の
組
み
合
わ
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。｢

行
路
秋｣

は

異
質
の
様
で
あ
る
が
、
あ
ま
り
題
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
の
な
い

｢

昼

(�)｣

を

｢

行
路｣

が
意
味
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か

(�)

。
季
節
と
時

間
の
複
合
題
を
京
極
派
が
好
ん
だ
こ
と
は
、(

三)

稿
で
も
確
認
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
正
治
二
年

(

一
二
〇
〇)

九
月
三
十
日
の
歌
合
で
の

｢

暮
見
紅
葉
・
暁
更
聞
鹿｣

、
同
年
十
月
一
日
の
歌
合
で
の

｢

暮
漁
舟
・
枯

野
朝｣

、
建
永
元
年

(

一
二
〇
六)

七
月
二
十
五
日
の

『

卿
相
侍
臣
歌
合』

で
の

｢

朝
草
花
・
羈
中
暮｣

、
承
元
元
年

(

一
二
〇
七)

三
月
七
日
の

『

鴨
社
歌
合』

の

｢

山
家
朝
霞
・
湖
辺
夕
花｣

等
々
、
そ
の
先
蹤
は
後
鳥

羽
院
歌
壇
に
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
雑
や
恋
題
と
時
間
が
結
び

つ
け
ら
れ
た
も
の
を
含
め
る
と
、
建
仁
二
年
九
月
十
三
夜
の

『

水
無
瀬
恋

十
五
首
歌
合』

で
の

｢

暁
恋
・
暮
恋｣

、
承
元
四
年

(

一
二
一
〇)

九
月

二
十
二
日

『

粟
田
宮
歌
合』

で
の

｢

寄
海
朝
・
寄
山
暮｣

、
建
保
二
年

(
一
二
一
四)

九
月
三
日
の
和
歌
所
当
座
歌
会
で
の

｢

暁
山
・
夜
恋｣

等

を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
傾
向
は
、
本
歌
合
の
後
の
建
保

五
年(
一
二
一
七)

四
月
十
四
日
の
庚
申
歌
会
に
お
け
る｢

春
夜
・
夏
暁
・

秋
朝
・
冬
夕｣
等
に
一
層
顕
著
と
な
る
の
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
季
題
と
時
間
と
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
故
か
、

本
歌
合
の
題
は
基
本
的
に
珍
し
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。｢

春
山
朝
・
夕

早
苗
・
行
路
秋｣

そ
し
て
、
季
題
で
は
な
い
が

｢

松
経
年｣

も
先
例
が
認

め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し

｢

行
路
秋｣

に
つ
い
て
は
、『

六
条
修
理
大
夫
集』

に

｢

行
路
秋
花｣

(
二
八)

と
や
や
似
た
例
が
あ
る
。
そ
し
て

｢

暁
時
雨｣

の
み
は
、『

月
詣
集』
の
紀
康
宗
歌(

八
九
九)

や『

長
方
集』

(

一
〇
九)

に
先
行
す
る
例
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

後
鳥
羽
院
仙
洞
歌
壇
初
期
か
ら
の
傾
向
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
新
た
な
題

を
設
定
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
出
題
者
は
不
明
な
が
ら
、
よ
く
考
え

ら
れ
た
題
だ
と
評
せ
よ
う
。

オ

名
称

歌
合
と
い
う
も
の
に
正
式
な
名
称
が
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
拙
稿
に
お
い
て
繰
り
返
し
確
認
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
本
歌
合
は
、

『

中
世
歌
合
伝
本
書
目』

で
は｢

四
十
五
番
歌
合(

建
保
三
年
六
月
二
日)｣

と
し
て
立
項
し
、『

新
編
国
歌
大
観』

で
は

｢

院
四
十
五
番
歌
合
建
保
三

年｣

と
し
て
収
載
し
て
い
る
。『

和
歌
文
学
大
辞
典』

や

『

和
歌
大
辞
典』

等
は
や
は
り｢

四
十
五
番
歌
合｣

で
立
項
さ
れ
て
い
る
。
新
大
観
で｢

院｣

が
付
い
て
い
る
の
は
、
建
保
四
年
八
月
二
十
二
日
の
内
裏
歌
合
が
同
じ
く

四
十
五
番
で
あ
る
の
と
区
別
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
と
も
か
く
も

｢

四

十
五
番
歌
合｣

と
い
う
の
が
現
在
の
通
称
だ
と
言
え
る
の
で
あ
る
が
、
こ

れ
は
後
述
の
様
に

『

群
書
類
従』

に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
も
少
し

触
れ
た
が
、
半
数
以
上
の
伝
本
の
内
題
は
、
単
に

｢

歌
合｣

と
の
み
あ
っ

て
開
催
時
期
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
本
歌
合
も
や
は
り
最
初
か
ら
特
別
な

名
称
が
付
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
問
題
の

『

吾
妻
鏡』

に

｢

仙
洞
歌
合
衆
議

判

一
巻｣

と
の
み
あ
る
の
も
、
そ
の
こ
と

を
補
強
す
る
材
料
で
あ
ろ
う
。

諸
撰
集
の
本
歌
合
か
ら
の
撰
入
歌
詞
書
を
見
る
と
、
勅
撰
集
で
は

｢

建

保
三
年
五
月
歌
合｣

(

新
勅
撰
・
新
後
撰)

、｢

建
保
三
年
五
首
歌
合｣

(

続

後
撰
・
続
拾
遺)

、｢

建
保
三
年
六
月(

二
日)

和
歌
所
歌
合｣

(

続
古
今)

、

｢

建
保
三
年
六
月
歌
合｣

(

新
続
古
今)

等
と
と
あ
り
、『

夫
木
抄』

に
は

｢

建
保
三
年
和
歌
所
歌
合｣

と
見
え
る
。
こ
の
他
私
家
集
で
は
様
々
で
統

一
し
た
名
称
は
確
認
で
き
ず
、
結
局

｢

四
十
五
番
歌
合｣

と
い
う
呼
称
は

中
世
ま
で
遡
れ
な
い
の
が
現
状
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
様
な
状
況
に
鑑
み
、
副
題
で
は
ひ
と
ま
ず
主
要
伝
本
の
内
題
を

優
先
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
次
第
で
あ
る
。

カ

評
価

本
歌
合
の
中
世
期
の
評
価
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
様
に
六
勅
撰
集
の

十
五
首
と
い
う
入
集
歌
数
が
一
応
示
し
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
伝
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本
の
流
布
状
況
を
配
慮
す
る
必
要
は
あ
る
が
、
決
し
て
少
な
い
数
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。

現
代
に
お
い
て
は
、
先
に
も
言
及
し
た
よ
う
に
、
本
歌
合
は
も
っ
ぱ
ら

政
治
的
な
側
面
ば
か
り
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。
承
久
の
変
へ
と
至
る
後
鳥

羽
院
の
鎌
倉
幕
府
や
実
朝
に
対
す
る
意
識
の
変
遷
を
考
え
る
上
で
、
院
が

本
歌
合
の
写
本
を
実
朝
へ
送
ら
せ
た
と
い
う
行
為
は
重
要
な
素
材
と
な
る

こ
と
は
疑
い
な
い
。
吉
野
氏
論
文
は
、
後
鳥
羽
院
の
実
朝
を
懐
柔
し
よ
う

と
の
企
図
を
、
歌
合
の
形
式
面
の
み
で
は
な
く
、
そ
の
詠
作
内
容
か
ら
も

確
認
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
評
価
を
よ
り
積
極
的
か
つ
具
体
的
に
捉

え
よ
う
と
し
た
研
究
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

ま
た
そ
れ
と
は
別
に
、
八
島
正
治
氏
が

『

和
歌
文
学
大
辞
典』

で
、

｢

流
麗
平
明
な
作
品
が
多
く
、
新
古
今
的
な
詠
風
が
転
換
し
始
め
て
い
る

の
を
感
じ
さ
せ
る
。
衆
議
も
こ
の
傾
向
を
肯
定
し
て
お
り
、
な
お
、
技
術

的
な
細
か
な
批
評
が
多
い｣

と
、
歌
風
面
の
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の
が
注

目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二

現
存
伝
本

『

中
世
歌
合
伝
本
書
目』

に
は
、｢

五
〇

四
十
五
番
歌
合

(

建
保
三
年

六
月
二
日)｣

の
伝
本
と
し
て
、
僅
か
に
写
本
が
四
本
掲
載
さ
れ
て
い
る

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も

｢

国
書
総
目
録
に
よ
る｣

と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
東

大
の

『

歌
合
類
纂』

所
収

｢

四
十
五
番
歌
合｣

は
、
確
か
に
国
文
学
研
究

室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
群
書
類
従
本
の
写
し
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
を

除
け
ば
僅
か
に
三
本
と
な
る

(�)

。
近
時
新
た
な
伝
本
を
一
本
確
認
で
き
た
の

で
、
本
稿
で
は
結
局
群
書
類
従
所
収
本
を
含
め
た
五
本
を
対
象
と
す
る
こ

と
と
な
る
。

こ
の
五
本
は
同
一
系
統
と
判
断
で
き
る
の
だ
が
、
欠
脱
部
の
有
無
や
細

か
な
異
同
な
ど
に
よ
り
、
二
類
に
分
け
て
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
更
な
る
下
位
分
類
を
行
う
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
特
徴
も
認
め
ら

れ
る
も
の
の
、
伝
本
数
の
少
な
さ
を
鑑
み
て
行
わ
な
か
っ
た
。

両
類
の
関
係
等
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
考
証
は
後
述
す
る
こ
と
と
し
て
、

以
下
の
書
誌
の
確
認
や
、
校
本
を
利
用
す
る
際
の
参
考
の
為
に
、
次
に
系

統
分
類
一
覧
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

第
Ⅰ
類水

府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
本

(

巳
一
三
・
〇
七
二
六
八)

本

第
Ⅱ
類島

原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵

(

一
三
八
・
六
六)

本

― 214 ―



国
立
公
文
書
館
蔵

(

二
〇
一
・
一
七
〇)

本

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

『

続
歌
合
部
類』

所
収
本

群
書
類
従
巻
百
九
十
五
和
歌
部
五
十
哥
合
十
六
所
収
本

続
い
て
、
以
下
に
こ
の
一
覧
の
順
に
各
伝
本
の
書
誌
を
記
し
、
後
に
考

察
す
る
本
文
に
関
す
る
事
柄
を
除
い
た
、
書
籍
と
し
て
の
特
徴
や
伝
来
等

に
つ
い
て
整
理
し
て
お
き
た
い
。

水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫
蔵
本

(
巳
一
三
・
〇
七
二
六
八)

本

[

江
戸
前
期]

写
カ

合
一
帖

[

略
称

｢

彰｣]

原
本
未
見
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
紙
焼
写
真
に
よ
っ
て
本
文
の
確
認

を
し
た
。
写
真
に
よ
っ
て
判
明
す
る
書
誌
事
項
を
記
し
て
お
き
た
い
。

綴
葉
装
。
四
半
本
。
縦
刷
毛
引
き
表
紙
。
左
肩
の
大
振
り
な
題
簽
に

｢

建
保
三
年
哥
合
／
建
仁
三
年
内
裏
歌
合｣

(

別
筆
カ)

と
あ
り
。
内
題
は

①

｢

謌
合
建
保
三
年
六
月
二
日｣

・
②

｢

内
裏
謌
合
建
仁
三

(

マ
マ)

年
九
月
十
九
日｣

。
料

紙
は
①
よ
り
も
②
の
方
が
簀
目
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
異
な
る
紙
を
用

い
る
か
。
共
に
薄
手
ら
し
く
裏
が
透
け
て
読
み
辛
い
。
①
墨
付
二
六
丁

(

二
折)

。
毎
半
葉
一
〇
行
、
歌
二
行
書
。
奥
書
ナ
シ
。

②
は
内
外
題
共
に
誤
っ
て
お
り
、
こ
れ
は

『

内
裏
歌
合

建
暦
三
年
閏

九
月
十
九
日』

で
あ
る
。
①
②
は
同
筆
で
は
あ
る
も
の
の
、
各
二
折
で
独

立
し
て
お
り
、
紙
質
も
異
な
っ
て
見
え
る
こ
と
や
、
見
開
き
両
端
に
裁
ち

残
さ
れ
た
丁
付
的
な
注
記

(｢

七｣
｢

二
ノ
九｣

の
如
く
、
折
ご
と
の
頁
数

が
記
さ
れ
る)

の
位
置
の
違
い(

①
は
中
央
、
②
は
や
や
上
部)

等
か
ら
、

個
々
に
単
独
の
本
と
し
て
書
写
さ
れ
た
も
の
が
、
後
に
合
綴
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

見
返
し
が
剥
が
れ
て
遊
紙
状
と
な
っ
た
丁
の
表
左
端
に
小
字
で
、｢

哥

合
建
保
三
年
六
月
二
日

□
□
□

(

以
上
三
字
墨
滅)

[

増
運
右
筆
う

つ
し
二
お
り

や
ま
と
ゝ
ち]｣

と
あ
り
。
②
の
始
ま
る
折
の
初
丁
遊
紙

の
表
左
端
に
は
や
は
り
小
字
で
、｢

右
本

一
内
裏
謌
合
建
仁
三
年

判
定
家

正
本
也

本
□
殿
へ
返
ス
□｣

と
あ
り
、
上
端
に
も
右
を
頭
に

し
て
左
に
向
け
て
小
字
で
、｢

二
お
り

や
ま
と
ゝ
ち｣

と
あ
る
。
も
う

少
し
小
さ
め
に
化
粧
裁
ち
さ
れ
て
い
れ
ば
、
読
め
な
く
な
る
程
に
ぎ
り
ぎ

り
に
書
か
れ
て
お
り
、
表
紙
の
芯
や
見
返
し
と
し
て
貼
ら
れ
る
丁
で
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
は
メ
モ
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
こ

こ
に
言
う

｢
や
ま
と
ゝ
ち

(

大
和
綴)｣

は
、
綴
葉
装
の
こ
と
で
あ
ろ
う

(�)

。

『

松
平
文
庫
影
印
叢
書
第
四
巻
歌
合
編』

(

新
典
社
、
平
６)

の
田
村
柳
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壹
氏
解
題
で
、
誤
脱
の
無
い
唯
一
の
伝
本
で
あ
り
、｢

現
存
諸
本
中
の
最

善
本
で
あ
る
と
み
ら
れ
る｣

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
が
、
翻
刻

の
許
可
を
得
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
の
で
、
校
本
の
底
本
と
し
て
は
用
い

な
か
っ
た
。

島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵

(

一
三
八
・
六
六)

本

[

江
戸
前
期]

写

一
冊

[

略
称

｢

島｣]

袋
綴
。
浅
葱
色
地
雷
文
繋
牡
丹
唐
草
文
空
押
艶
出
表
紙

(

二
八
・
二
×

二
〇
・
一
糎)

。
左
肩
の
鳥
の
子
紙
小
題
簽

(
一
〇
・
二
×
二
・
三
糎)

に

｢

建
保
三
六
二
哥
合｣

(

別
筆
カ)

と
あ
り
。
内
題
は

｢

謌
合
建
保
三
年

六
月
二
日｣

。
料
紙
は
や
や
薄
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
三
三
丁
。
遊
紙
前

後
各
一
丁
。
字
面
高
さ
約
二
〇
・
五
糎
。
毎
半
葉
九
行
、
歌
二
行
書
。
本

奥
書

｢

右
之
一
冊
以
實
相
院
増
運
筆
翰
／
令
書
写
之
再
返
校
合
畢｣
。
印

記
は｢

尚
舎
源
忠
房｣

(

三
三
ウ
左
下
・
長
方
藍)

・｢

文
／
庫｣

(

前
印
下
・

横
楕
円
緋)

。

『

新
編
国
歌
大
観』

の
底
本
。『

松
平
文
庫
影
印
叢
書
第
四
巻
歌
合
編』

(

新
典
社
、
平
６)

に
影
印
有
り
。

松
平
文
庫
蔵
本
は
何
度
も
言
及
し
て
き
た
の
で
、
松
平
忠
房
等
つ
い
て

は
省
略
す
る
。
第
Ⅱ
類
の
中
で
は
次
の
内
閣
文
庫
蔵
本
と
甲
乙
付
け
難
い

本
文
を
有
す
る
が
、
こ
ち
ら
の
方
が
や
や
書
写
が
古
い
可
能
性
が
高
く
、

新
大
観
の
底
本
と
な
り
、
影
印
も
存
す
る
こ
と
か
ら
、
校
本
の
底
本
と
し

て
選
択
し
た
。

国
立
公
文
書
館
蔵

(

二
〇
一
・
一
七
〇)

本

[

江
戸
前
中
期]

写

一
冊

[

略
称

｢

内｣]

袋
綴
。
淡
香
色
布
目
艶
出
表
紙

(

二
七
・
八
×
一
九
・
八
糎)

。
左
肩

の
上
部
藍
色
雲
紙
題
簽

(

一
七
・
一
×
四
・
〇
糎)

に

｢

建
保
三
箇
度
哥

合

〈

三
年
六
月
二
日
判
者
衆
儀

(

マ
マ)

／
四
年
閏
六
月
九
日
判
衆
儀

(

マ
マ)

／
後
□
定
家

卿
附
判
詞
／[

]〉｣
(

同
筆
カ
。〈

〉

は
割
書
、
□
と

[
]

は
擦
れ
に
よ
る
判
読
不
能
箇
所)

と
あ
り
。
内
題
は
①

｢

哥
合
建
保
三
年

六
月
二
日｣

・
②

｢

哥
合
建
保
四
年
閏
六
月
九
日｣

・
③

｢

哥
合
建
保
五
年
十
一
月
四

日
私
或
号
満
座
哥
合｣

。
料
紙
は
上
質
や
や
厚
手
の
斐
楮
交
漉
紙
。
墨
付
①
二

〇
丁
・
②
三
九
丁
・
③
二
三
丁
。
遊
紙
前
後
各
一
、
②
③
の
間
に
も
一
丁
。

字
面
高
さ
約
二
一
・
三
糎
。
毎
半
葉
一
一
行
、
歌
一
行
書
。
本
奥
書
①
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｢
右
之
一
冊
以
實
相
院
増
運
筆
翰
令
書
／
写
之
再
返
校
合
畢｣

・
②

｢

本
云

建
保
四
年
閏
六
月
十
二
日
書
写
之
是
為
清
書
下
／
給
先
同
書
写
畢
九
日
夜

依
召
参

内
勤
講
師
／
畢
而
十
一
日
夕
又
相
嗣
判
詞
下
給
判
詞
治
部

卿
筆
也

書
進
／

之
間
於
傍
令
書
之
勝
負
字
并
作
者
不
／
可
書
入
之
由
被
仰
下
仍
不
書
不
番

(

マ
マ)

／
同
廿
九
日
以
行
能
本
書
写
校
合
畢
／
右
一
冊
以
實
相
院
増
運
筆
翰
令
書

写
／
之
再
反
校
合
者
也｣
・
③
ナ
シ
。
印
記
は

｢

和
学
講
談
所｣

(

一
オ
右

下
・
長
方
二
重
枠
朱)

・｢

日
本
／
政
府
／
図
書｣

(

一
オ
中
央
・
方
朱)

。

こ
の
他
、
見
返
し
が
表
紙
と
剥
が
れ
て
い
た
時
代
に
捺
さ
れ
た
と
思
わ
れ

る
、｢

書
籍
／
館
印｣

(

方
朱)

と

｢

和
学
講
談
所｣

印
が
、
見
返
し
の
貼

ら
れ
た
面
に
確
認
で
き
る
。
表
裏
の
見
返
し
は
書
き
損
じ
の
反
古
を
転
用
。

『

和
学
講
談
所
書
籍
目
録』

(『

徳
川
幕
府
蔵
書
目
第
８
巻』

ゆ
ま
に
書

房
、
昭
60)

の
第
五
冊

｢

東
之
二
十
七｣

函
の
内
に
、｢

建
保
三
箇
度
哥

合

一
巻
古
写｣

と
あ
る
も
の
に
該
当
し
よ
う
。

慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

『

続
歌
合
部
類』

(

未
整
理)

所
収
本

元
禄
十
四
年
写
・
寄
合
書

合
八
冊

[

略
称

｢

部｣]

袋
綴
。
淡
香
色
地
牡
丹
唐
草
文
蝋
箋
表
紙(

二
三
・
五
×
一
六
・
一
糎)

。

左
肩
雲
紙
題
簽
に｢

続
哥
合
部
類

一(

〜
八
止)｣

(｢

止｣

後
筆
、
一
四
・

八
×
三
・
一
糎)

と
あ
る
。
全
所
収
歌
合
に
叢
書
と
し
て
の
内
題
が
あ
り
、

｢

續
哥
合
部
類
巻
之
一

(

〜
三
十
六))｣

と
あ
る
。
料
紙
は
斐
楮
交
漉
紙

で
、
半
葉
一
〇
行
・
歌
一
首
二
行
書
き
。
第
一
冊
巻
頭
の

｢

續
哥
合
部
類

目
録｣

に
続
け
て
、｢

這
哥
合
予
雖
宝
蔵
依
懇
望
遂
書
写
先
年
号
哥
／
合

部
類
与
板
行
有
之
故
外
集
而
名
続
哥
合
部
類
／
令
進
覧
之
畢
／
正
四
位
上

藤
原
隆
尹
判
／
延
宝
二
年
寅
仲
冬
日｣

と
の
本
奥
書
が
あ
り
、
最
終
第
八

冊
末
尾
に
、｢

右
續
哥
合
部
類
三
十
六
帖�
目
録
共
ニ
／
従
四

(

マ

マ

)

位
上
以
正

筆
之
本
令
書
写
畢
／
于
時
元
禄
十
四
年
巳
年｣

と
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

そ
の
他
、
巻
一
・
六
・
八
・
十
・
十
一
・
十
五
・
二
十
五
の
各
歌
合
末
に

本
奥
書
が
あ
る
。
蔵
書
印
は
、
蔵
書
印
①

｢

牘
庫｣

(

各
冊
一
オ
右
下
及

び
各
巻
初
頁
右
下
、
分
銅
型
朱
・
内
藤
家)

、
②

｢

吉
野
弘
隆
蔵
書｣

(

各

冊
①
の
上
、
長
方
朱)

、
③

｢

松
井
／
蔵
書｣

(

各
冊
②
の
左
、
長
円
朱
・

松
井
簡
治)

、
④

｢

須
賀
迺
／
舎
之
章｣

(

各
冊
一
オ
右
上
、
長
方
朱
・
不

明)

、
⑤
題
簽
下
部
不
明
方
朱
印
が
確
認
で
き
る
。

｢
牘
庫｣

印
は
、
俳
人
大
名
と
し
て
名
高
い
内
藤
風
虎
の
も
の
が
著
名

で
あ
る
が
、
貞
享
二
年
に
没
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
子
で
や
は
り
俳
人
で

あ
っ
た
露
沾

(
内
藤
政
栄
・
享
保
一
八
年

(

一
七
三
三)

没
・
七
九
歳)
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の
も
の
か
。

本
歌
合
は
、
墨
付
二
二
丁
、
字
面
高
さ
約
一
六
・
二
糎
で
、
奥
書
を
有

し
て
い
な
い
。

『

大
日
本
歌
書
綜
覧』

に
立
項
さ
れ
な
が
ら
、
伝
本
の
所
在
が
不
明
で

あ
っ
た

『

続
歌
合
部
類』
が
、
近
時
に
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
の
所
蔵
と

な
っ
た
。
そ
の
概
要
に
つ
い
て
は
些
か
紹
介
し
た

(�)
が
、
改
め
て
本
奥
書
の

内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

鷲
尾
隆
尹
は
、『

歌
合
部
類』

(

三
十
六
種
の
歌
合
を
所
収)

が
刊
行
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
外
集
と
し
て
正
編
と
重
複
し
な
い
歌
合
三
十
六
種

を
集
め
て
、｢

続
歌
合
部
類｣

と
名
付
け
た
叢
書
を
編
纂
し
、
こ
れ
を
貴

顕

(

後
水
尾
院
・
後
西
院
・
霊
元
天
皇
あ
た
り
か)

の
御
覧
に
供
し
た
。

そ
の
後
そ
れ
を
宝
と
し
て
所
蔵
し
て
い
た
の
だ
が
、
懇
望
が
あ
っ
た
の
で

延
宝
二
年
に
書
写
し
て
与
え
た
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
出
版
の
影
響
力

を
考
え
る
上
で
注
目
さ
れ
る
事
例
で
あ
る
と
共
に
、
従
来
は
貞
享
二
年

(

一
六
八
五)

初
刊
と
さ
れ
て
い
た

(�)
『

歌
合
部
類』

が
、
延
宝
二
年
以
前

を
そ
う
遡
ら
な
い
頃
に
無
刊
記
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
を
も
教

え
て
も
く
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て

『

続
歌
合
部
類』

所
収
の
三
十
六
種
の
歌
合
を
、
目
録

の
表
記
に
従
っ
て
冊
ご
と
に
整
理
し
て
掲
げ
て
お
き
た
い
。

第
一
冊

〈

巻
一〉

関
白
内
大
臣
家
歌
合
保
安
二
年
九
月
十
三
日

〈

巻
二〉

内
大
臣
家
歌
合
同
四
年
九
月

〈

巻
三〉

永
縁
奈
良
房
歌
合
大
治
三
年
二
月
五
日

〈

巻
四〉

右
衛
門
督
歌
合
久
安
五
年
六
月
廿
八
日

第
二
冊

〈

巻
五〉

清
輔
家
歌
合
永
暦
元
年
七
月
日

〈

巻
六〉

平
経
盛
家
歌
合
仁
安
二
年
八
月
日

〈

巻
七〉

実
国
家
歌
合
嘉
応
二
年
五
月
廿
九
日

〈

巻
八〉

兼
実
公
家
歌
合
安
元
元
年
十
月
十
日

〈

巻
九〉

二
十
二
番
歌
合
治
承
二
年
八
月

第
三
冊

〈

巻
十〉

日
吉
七
社
歌
合
建
久
三
年
五
月

〈

巻
十
一〉

仙
洞
十
人
歌
合
正
治
二
年
九
月
十
二
日

〈

巻
十
二〉

影
供
歌
合
建
仁
元
年
八
月
三
日

〈

巻
十
三〉

卿
相
侍
臣
歌
合
建
永
元
年
七
月
廿
五
日

第
四
冊

〈

巻
十
四〉

四
十
五
番
歌
合
建
保
三
年
六
月
二
日

〈

巻
十
五〉

百
番
歌
合
建
保
四
年
閏
六
月
九
日

〈
巻
十
六〉

四
十
二
番
歌
合
建
保
四
年
八
月
廿
四
日

〈
巻
十
七〉

前
関
白
家
歌
合
建
保
五
年
九
月
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〈

巻
十
八〉

五
十
六
番
歌
合
建
保
五
年
十
一
月
四
日

第
五
冊

〈

巻
十
九〉

石
清
水
若
宮
歌
合
寛
喜
四
年
三
月
廿
五
日

〈
巻
二
十〉

河
合
社
歌
合
寛
元
元
年
十
一
月
十
七
日

〈
巻
二
十
一〉

十
五
夜
歌
合
文
永
二
年
八
月
十
五
日

〈

巻
二
十
二〉

十
三
夜
歌
合
建
治
元
年
九
月
十
三
日

〈

巻
二
十
三〉
十
五
夜
歌
合
永
仁
五
年
八
月
十
五
日

第
六
冊

〈

巻
二
十
四〉

仙
洞
御
歌
合
乾
元
二
年
四
月
廿
九
日

〈

巻
二
十
五〉

三
十
番
歌
合
乾
元
二
年
五
月
四
日

〈

巻
二
十
六〉

関
白
家
歌
合
貞
治
五
年
十
二
月
廿
日

〈

巻
二
十
七〉

内
裏
九
十
番
御
歌
合

応
永
十
四
年
十
一
月
廿

七
日

第
七
冊

〈

巻
二
十
八〉

仙
洞
歌
合
宝
徳
二
年
十
一
月

〈

巻
二
十
九〉

百
番
歌
合
宝
徳
三
年
八
月
十
一
日

〈

巻
三
十〉

新
時
代
不
同
歌
合
長
禄
二
年
八
月
日

〈

巻
三
十
一〉

二
十
一
番
歌
合
文
明
十
年
八
月
二
日

第
八
冊

〈

巻
三
十
二〉

三
十
番
歌
合
文
明
十
年
九
月
尽

〈

巻
三
十
三〉

将
軍
家
歌
合
文
明
十
四
年
六
月
十
日

〈

巻
三
十
四〉

六
十
番
詩
歌
合
文
明
十
五
年
正
月
十
三
日

〈

巻
三
十
五〉

廿
一
番
歌
合
永
禄
六
年
八
月
日

〈

巻
三
十
六〉

三
十
番
歌
合
文
禄
三
年
八
月

群
書
類
従
巻
百
九
十
五
和
歌
部
五
十
哥
合
十
六
所
収
本

刊

一
冊

[

略
称

｢

群｣]

詳
し
い
書
誌
事
項
は
略
す
。
内
題

｢

四
十
五
番
哥
合
建
保
三
年
六
月
二
日｣

。

版
心
丁
付

｢

五
十
一
〜
七
十
一｣

。
半
面
一
〇
行
、
歌
一
行
。
本
奥
書

｢

本
云
右
之
一
冊
以
實
相
院
増
運
筆
翰
令
書
写
之
／
再
返
校
合
畢｣

。
検
討

や
校
合
に
際
し
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る

田
安
徳
川
家
蔵
本

(

九
八
・
一
・
六
六
七)

に
拠
っ
た
。

『

大
日
本
史
料』

第
四
編
第
十
三
冊
の
翻
刻
の
底
本
と
な
っ
て
い
る
。

三

本
文
系
統

僅
か
五
本
の
伝
本
が
祖
本
を
同
じ
く
す
る
こ
と
は
、
後
述
の
証
拠
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
を
二
類
に
分
類
す
る
の
は
、
他
の
四
本
が
共
通

し
て
有
す
る
欠
脱
部
を
、
彰
本
の
み
が
完
備
す
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

ま
た
他
の
四
本
が
基
本
的
に
有
し
て
い
る
本
奥
書
を
彰
本
は
有
し
て
い
な
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い
こ
と
も
、
そ
の
分
類
の
正
当
性
を
補
強
す
る
材
料
と
な
る
。

祖
本
を
同
じ
く
す
る
証
拠
と
い
う
の
は
、
他
な
ら
な
い
奥
書
・
識
語
の

内
容
で
あ
る
。
第
Ⅱ
類
の
部
本
を
除
く
三
本
は
、
年
記
の
無
い
実
相
院
増

運
筆
本
を
書
写
し
た
旨
の
本
奥
書
を
有
し
て
い
る
。
部
本
に
は
こ
れ
が
な

い
の
だ
が
、
続
い
て
写
さ
れ
る

『

百
番
歌
合
建
保
四
年
閏
六
月
九
日』

に
、
や
は
り
増
運
筆
本
を
転
写
し
た
と
の
奥
書
が
存
し
て
い
る
こ
と
が
注

目
さ
れ
る
。
実
は
こ
の
歌
合
は
、
同
じ
奥
書
の
も
の
が
先
述
の
通
り
内
本

で
合
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
島
原
松
平
文
庫
に
は
単
独
の
伝
本
と
し
て
存

し
て
い
る

(

一
三
六
・
六
七)

も
の
の
、
本
歌
合
と
同
装
同
筆

(

但
し
料

紙
は
や
や
異
な
る)

で
あ
り
、
や
は
り
伝
来
に
密
接
な
関
係
が
想
定
で
き

る
の
で
あ
る
。
こ
の
様
な
状
況
か
ら
す
る
と
、
増
運
が
書
写
し
た
開
催
時

期
の
近
い
二
つ
の
歌
合
が
纏
ま
っ
て
流
布
し
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。

本
文
的
な
近
さ
か
ら
し
て
も
、
や
は
り
部
本
の
親
本
か
そ
の
直
近
の
祖
本

に
は
、
こ
の
本
奥
書
が
存
し
て
い
た
も
の
と
考
え
て
良
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

ち
な
み
に
増
運
は
、
左
大
臣
近
衛
房
嗣
の
息
で
、
大
僧
正
に
い
た
り
、

実
相
院
門
跡
や
園
城
寺
長
吏
と
な
っ
て
、
明
応
二
年

(

一
四
九
三)

十
一

月
二
十
六
日
に
六
十
歳
で
没
し
て
い
る
。『

新
後
拾
遺
集』

に
一
首
入
集

(

一
二
七
一)

し
て
い
る
法
印
は
別
人
で
あ
る
が
、『

宝
徳
三
年
八
月
十
一

日
百
番
歌
合』

や

『

将
軍
家
歌
合
文
明
十
四
年
六
月』

・『

歌
合
文
明
十
六

年
十
二
月』

等
を
始
め
、
当
時
の
内
裏
及
び
将
軍
家
歌
壇
で
活
躍
し
た
歌

人
で
あ
っ
た

(�)

。
歌
合
を
書
写
し
て
も
不
思
議
の
な
い
人
物
で
あ
る
と
い
え

よ
う
。

話
が
や
や
逸
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
第
Ⅱ
類
と
彰
本
が
祖
本
を
同
じ

く
す
る
証
拠
は
、
彰
本
に
存
す
る
心
覚
え
的
な
識
語

(

前
述)

に
他
な
ら

な
い
。
こ
こ
に
あ
る

｢

増
運
右
筆
う
つ
し｣

と
は
、
文
明
九
年

(

一
四

七
七)

七
月
頃
に
、
室
町
殿

(

義
政)

か
ら

『

堀
川
院
艶
書
合』

の
書
写

を
依
頼
さ
れ
た
り
し
て
い
る

(『

兼
顕
記』

同
二
十
五
・
二
十
七
日
、
八

月
七
・
八
日
条

(�))

こ
と
か
ら
す
る
と
、
や
は
り
増
運
が
義
政
の
右
筆
と
し

て
書
写
し
た
と
考
え
る
と
、
第
Ⅱ
類
の
奥
書
の
内
容
と
も
整
合
す
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

こ
の
様
に
、
全
て
の
現
存
伝
本
は
増
運
筆
本
を
祖
と
す
る
も
の
で
あ
る

こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
両
類
の
識
語
や
奥
書
の
有
様
か
ら
す
る

と
、
増
運
筆
本
に
は
増
運
自
身
の
奥
書
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
可
能
性

が
高
い
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
ま
た
彰
本
の
識
語
に

｢

二
お
り｣

・｢

や
ま

と
ゝ
ち｣

等
と
あ
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
彰
本
は
増
運
自
筆
本
を
書
写
、

し
か
も
か
な
り
忠
実
に
写
し
た
可
能
性
が
高
い
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

但
し
、
増
運
の
署
名
の
あ
る
短
冊
な
ど
の
筆
跡
と
比
較
す
る
と
、
模
写
で
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は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
と
も
か
く
も
、
や
は
り
彰
本
は
現
存
伝

本
中
の
最
善
本
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。

と
は
い
え
、
歌
本
文
に
限
っ
て
も

(�)
、
６
第
四
句
・
９
第
二
句
・
43
第
五

句
・
44
第
四
句
の
四
箇
所
に
単
独
異
文
が
あ
る
。
そ
の
内
の
44
第
四
句

は
、
彰
本
の
単
純
な
助
詞
の
書
き
落
と
し
で
あ
る
。
こ
う
し
た
例
か
ら
し

て
も
、
や
は
り
第
Ⅱ
類
の
本
文
も
参
照
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
は
疑

い
な
い
。

彰
本
の
第
Ⅱ
類
と
の
大
き
な
差
異
と
し
て
は
、
本
文
を
完
備
す
る
こ
と

の
他
に
、
作
者
一
覧
に
続
い
て

｢

講
師｣
と

｢

読
師｣

の
文
字
と
各
々
の

担
当
者
名
を
書
き
入
れ
る
空
行
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
、
注
目
す
べ
き
違

い
で
あ
る
が
、
こ
の
部
分
も
増
運
筆
本
が
有
し
て
い
た
と
考
え
て
良
い
で

あ
ろ
う
か
。
結
局
不
明
の
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
、
い
つ
し
か
項
目
ご
と
抹

消
さ
れ
て
し
ま
っ
た
伝
本
が
第
Ⅱ
類
本
の
祖
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し

か
も
こ
の
類
の
直
系
祖
本
に
は
、
い
ず
れ
か
の
段
階
で
本
文
の
欠
脱
も
が

生
じ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
共
通
の
欠
脱
部
分
は
、
７
第
二
句
の
空
白
、
十
八
番
判
詞
途
中
、

二
十
七
番
判
詞
の
空
白
の
三
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
内
の
空
白
の
二
箇
所
は

虫
損
等
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
、
十
八
番
の
判
詞
は
、

｢

と｣

文
字
の
共
通
に
よ
る
読
み
飛
ば
し
で
生
じ
た
も
の
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。

主
と
し
て
こ
の
欠
脱
の
存
在
に
よ
り
、
彰
本
を
除
く
四
本
は
同
類
と
判

断
で
き
る
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
こ
の
四
本
の
具
体
的
な
関
係
は
ど
う
な
の

で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
島
本
と
内
本
は
異
同
の
少
な
さ
か
ら
し
て
も
、
か
な

り
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
但
し
相
方
に
独
自
異
文
が
少
々
あ

り
、
そ
の
点
か
ら
し
て
も
、
直
接
的
な
書
写
関
係
は
想
定
し
が
た
い
。
内

本
は
和
学
講
談
所
の
目
録
に
も

｢

古
写｣

と
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
書
写
年

代
か
ら
し
て
、
寛
政
五
年

(

一
七
九
三)

開
設
の
講
談
所
で
作
成
さ
れ
た

も
の
で
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
書
写
者
や
旧
蔵
者
の
手
掛
か
り
は

な
い
。
両
者
を
繋
ぐ
具
体
的
な
情
報
は
見
出
せ
な
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
、｢

四
十
五
番
歌
合｣

の
内
題
を
有
す
る
こ
と
か
ら
も
、

部
本
と
群
本
が
前
記
二
本
と
や
や
異
質
で
あ
る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し

か
し
こ
の
部
本
の
内
題
は
、
前
掲
の

『

続
歌
合
部
類』

の
書
目
を
一
覧
す

る
と
明
ら
か
な
よ
う
に
、
識
別
し
や
す
く
す
る
為
に
編
集
の
段
階
で
総
番

数
を
題
名
に
加
え
た
可
能
性
が
高
い
。
部
本
の
欠
く
増
運
筆
本
を
写
し
た

と
の
本
奥
書
を
群
本
が
有
す
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
部
本
と
群
本
と
の
間

に
直
接
的
な
関
係
は
認
め
が
た
い
の
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
群
本
が
先
の
三
箇
所
の
他
に
も
、
６
下
句
、
十
五
番
右
歌

(

30)

と
同
番
判
詞
、
十
六
番
全
体
、
十
七
番
左
歌

(

33)

を
も
欠
く
な
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ど
、
著
し
く
劣
化
の
激
し
い
本
文
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
も
そ
れ

は
自
明
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
二
十
七
番
判
詞
で
島
本
な
ど
に
存
す
る
空

白
部
分
を
有
し
て
い
る
こ
と
や
、
82
初
句

｢

お
も
ひ
そ
め
て｣

を

｢

お
ひ

そ
め
て｣

と
す
る
点
で
群
本
は
彰
本
と
共
通
し
て
お
り
注
意
さ
れ
る
。
ま

た
79
第
五
句
に
群
本
は
異
本
注
記
を
有
し
て
い
る
こ
と
も
特
異
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
諸
点
か
ら
し
て
も
、
群
本
が
第
Ⅱ
類
中
で
も
他
の
三
本
と
や
や

距
離
が
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
和

学
講
談
所
で
繋
が
り
う
る
と
は
い
う
も
の
の
、
内
本
が
群
本
の
底
本
と
な
っ

て
い
な
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

詳
細
は
校
本
を
御
覧
い
た
だ
き
た
い
が
、
第
Ⅱ
類
の
四
本
は
結
局
相
互

に
直
接
的
な
関
係
を
見
出
し
が
た
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
間
を
繋
ぐ

伝
本
の
存
在
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
の
類
の
本
が
か
な
り
近
世
期
に

流
布
し
て
い
た
状
況
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四

他
出
歌

本
歌
合
の
流
布
状
況
や
後
世
の
評
価
、
歌
本
文
の
異
同
の
有
様
を
相
対

化
す
る
為
に
も
、
本
歌
合
の
歌
の
他
出
状
況
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ア

勅
撰
集

勅
撰
集
へ
の
撰
歌
は
先
述
の
通
り
十
五
首
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
以
下

の
通
り
で
あ
る

(�)

。

⑨

『

新
勅
撰
集』

二
首

｢

暁
時
雨｣

一
一
〇
〇

(

61
忠
信)

・
一
一
〇
一

(

71
家
仲)

⑩

『

続
後
撰
集』

二
首

｢

夕
早
苗｣

一
九
四

(

24
雅
経)

｢

行
路
秋｣

二
五
〇

(

49
家
隆)

⑪

『

続
古
今
集』

三
首

｢

暁
時
雨｣

五
八
四

(

55
院)

｢

松
経
年｣

七
三
二

(

80
家
良)

・
一
九
〇
〇

(

79
忠
信)

⑫

『

続
拾
遺
集』

三
首

｢

春
山
朝｣

六
二

(

５
通
光)

｢

夕
早
苗｣

一
七
五

(

22
定
家)

｢

行
路
秋｣

二
三
七

(

46
俊
成
女)

⑬
『

新
後
撰
集』

一
首

｢
暁
時
雨｣

四
四
四

(

58
定
家)

21

『

新
続
古
今
集』

四
首
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｢

春
山
朝｣

一
二
九

(

４
定
家)

｢

行
路
秋｣

五
五
六

(

50
秀
能)

・
五
六
五

(

41
通
光)

｢
暁
時
雨｣

六
一
七

(

68
秀
能)

『

新
続
古
今
集』
を
除
い
て
、
鎌
倉
後
期
頃
迄
の
定
家
と
そ
の
直
系
の

子
孫
が
撰
者
と
な
っ
て
い
る
勅
撰
集
に
連
続
し
て
入
集
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
京
極
派
の
二
集
に
は
撰
歌
さ
れ
て
い
な
い
訳
だ
が
、
こ
の

状
況
で
は
京
極
派
に
本
歌
合
の
伝
本
が
無
か
っ
た
と
推
測
す
る
の
は
無
理

で
あ
ろ
う
。
少
な
く
と
も
、『

新
続
古
今
集』

撰
者
の
飛
鳥
井
雅
世
が
、

本
歌
合
を
撰
歌
資
料
に
用
い
て
い
る
こ
と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
題
別
に
整
理
し
て
お
く
と
、｢

春
山
朝｣
二
・｢

夕
早
苗｣

二
・

｢

行
路
秋｣

四
・｢

暁
時
雨｣

五
・｢

松
経
年｣

二
と
な
り
、
秋
冬
題
か
ら

の
入
集
が
目
立
つ
。
さ
ら
に
歌
人
別
に
整
理
す
る
と
、
院
一
・
通
光
二
・

忠
信
二
・
家
隆
一
・
家
仲
一
・
定
家
三
・
雅
経
一
・
家
良
一
・
俊
成
女
一
・

秀
能
二
と
な
る
。
定
家
が
や
や
目
立
つ
が
、
撰
者
の
血
筋
を
考
え
れ
ば
納

得
で
き
る
こ
と
か
。

こ
の
十
五
首
と
本
歌
合
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
た
い

(�)
。『

続
拾
遺
集』

六
二
第
三
句

｢

に
ほ
ふ
ら
し｣

の

｢

ら
し｣

は
歌
合
で
は

｢

ら
ん｣

で
あ

る
。
誤
写
も
あ
り
う
る
が
、
意
味
的
に
は
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た

同
集
の
一
七
五
第
五
句

｢

け
ふ
も
暮
れ
つ
つ｣

は
、
歌
合
で
は

｢

け
ふ
も

暮
し
つ｣

で
あ
る
。
や
は
り
同
歌
を
収
め
る

『

拾
遺
愚
草』

冷
泉
家
時
雨

亭
文
庫
蔵
の
伝
定
家
自
筆
本
で
も

｢

つ
ゝ｣

で
あ
る
。『

新
古
今
集』

に

入
集
し
た
赤
人
歌
、｢

も
も
し
き
の
大
宮
人
は
い
と
ま
あ
れ
や
桜
か
ざ
し

て
け
ふ
も
く
ら
し
つ｣

(

一
〇
四)

の
印
象
が
強
く
な
る
の
を
嫌
っ
て
、

定
家
が
手
を
加
え
た
可
能
性
も
あ
る
が
、｢

つ
ゝ｣

と
あ
る
歌
合
の
伝
本

が
存
在
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う

(�)

。
と
も
か
く
も
や
や
問
題
と

な
る
異
同
は
こ
の
程
度
で
あ
る
。

イ

私
撰
集

続
い
て
私
撰
集
を
確
認
し
て
み
た
い
。
先
ず
宝
治
二
年

(

一
二
四
八)

頃
の
成
立
と
考
え
ら
れ
、
本
歌
合
の
作
者
で
あ
る
家
良
の
関
与
の
可
能
性

の
あ
る

『

万
代
集』

に
は
四
首
が
撰
歌
さ
れ
る
。
一
二
九
四

(

暁
時
雨
・

63
通
光)

・
一
二
九
五

(

同
・
65
有
家)

・
一
三
二
〇

(

同
・
55
院)

・
三

七
九
九

(

松
経
年
・
79
忠
信)

が
そ
れ
で
、
勅
撰
同
様

｢

暁
時
雨｣

題
歌

が
目
立
つ
の
で
あ
る
。
異
同
に
つ
い
て
は
、
一
二
九
五

｢

し
ば
の
い
ほ
や

ま
だ
す
み
な
れ
ぬ
あ
け
ぼ
の
に
こ
け
の
た
も
と
は
し
ぐ
れ
せ
ず
と
も｣

の
、

初
句
末
尾
の｢

や｣

が
歌
合
に
は
無
く
、
第
三
句
末
尾
の｢

に｣

は｢

の｣

と
あ
る
。
字
余
り
は
た
ん
な
る
誤
写
か
ら
生
じ
た
と
考
え
難
く
、
現
存
伝

本
が
絶
対
的
な
証
本
で
は
無
い
以
上
、
原
態
を
伝
え
る
可
能
性
は
留
意
し
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て
お
き
た
い
。
助
詞
の
違
い
は
歌
意
と
し
て
は
大
差
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

家
良
と
共
に
追
加
で

『

続
古
今
集』

の
撰
集
を
命
じ
ら
れ
た
基
家
が
、

建
長
五
、
六
年

(

一
二
五
三
、
四)

頃
に
撰
じ
た
と
考
え
ら
れ
る

『

雲
葉

集』

に
は
、
七
四
五(

暁
時
雨
・
58
定
家)

の
一
首
が
撰
入
さ
れ
て
お
り
、

や
は
り

｢

暁
時
雨｣
題
歌
で
あ
る
。
詞
書
に

｢

五
百
首
歌
合｣

と
あ
る
の

は

｢

百｣

が
衍
字
で
あ
る
。｢

ま
ど
ろ
ま
ぬ
す
ま
の
せ
き
も
り
今
は
と
て

た
ゆ
む
ま
く
ら
も
う
ち
時
雨
れ
つ
つ｣

の
第
三
句
は
、
歌
合
で
は

｢

あ
け

ぬ
と
て｣

で
あ
る
。
題
の

｢

暁｣
は

｢
あ
け
ぬ｣

の
方
が
明
確
か
。

嘉
元
二
年

(

一
三
〇
四)

七
月
以
前
に
冷
泉
為
相
に
よ
っ
て
撰
じ
ら
れ

た

『

拾
遺
風
体
集』

に
は
、｢

朝
霞｣

と
の
み
あ
っ
て
慈
円
の

｢

春
山
朝｣

題
歌
２
が
入
集
す
る

(

三
五
六)

。

為
相
門
弟
の
勝
田
長
清
が
延
慶
三
年

(

一
三
一
〇)
頃
に
撰
じ
た
と
さ

れ
る

『

夫
木
抄』

に
は
、
六
首
が
撰
歌
さ
れ
て
い
る
。
四
八
四

(｢

春
山

霞｣

・
１
院)

・
二
五
六
四

(｢

夕
早
苗｣

・
30
範
宗)

・
一
二
〇
五
五

(｢
松

経
年｣

・
78
雅
経)

・
一
三
七
二
七(

同
・
85
家
隆)

・
一
三
七
二
八(

同
・

74
慈
円)

・
一
五
二
五
七

(｢

暁
時
雨｣

・
57
行
意)

が
そ
れ
だ
が
、｢

松
経

年｣

題
が
半
数
を
占
め
て
い
る
。
本
文
で
は
、
四
八
四

｢

春
の
立
つ
か
す

み
の
ひ
か
り
ほ
の
ぼ
の
と
空
に
つ
げ
行
く
天
の
か
ご
山｣

の
第
四
句
が
、

歌
合
で
は

｢

空
に
明
ゆ
く｣

と
あ
る
点
が
異
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
歌

合
の
方
が

｢

春
山
朝｣

題
に
は
相
応
し
い
と
言
え
よ
う
。

こ
の
他
も
、『

題
林
愚
抄』

『

歌
枕
名
寄』

『

類
題
和
歌
集』

等
に
本
歌

合
の
歌
が
確
認
で
き
る
が
、
何
れ
も
勅
撰
集
や
私
家
集
か
ら
の
撰
歌
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

ウ

私
家
集

私
家
集
で
は
、
後
鳥
羽
院
・
定
家
・
家
隆
・
雅
経
・
秀
能
・
範
宗
の
六

名
の
集
に
本
歌
合
の
歌
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『

後
鳥
羽
院
御
集』

(

一
七
三
二
〜
六)

と

『

明
日
香
井
集』

(

一
一
九
〇
〜
四

(�))

に
は
纏
ま
っ

て
五
首
が
存
し
て
い
る
。

雅
経
の

｢

春
山
朝｣

題
歌

｢

い
つ
も
み
し
あ
さ
ゐ
る
雲
は
そ
れ
な
が
ら

か
す
み
に
か
ほ
る
春
の
や
ま
風｣

(

一
一
九
〇)

は
、
歌
合

(

６)

で
は

第
四
句
が
第
Ⅱ
類
の
群
本
を
除
い
た
三
本
が

｢

か
す
み
て
か
は
る｣

と
あ

り
、
彰
本
は

｢

か
す
み
そ
か
わ

(

マ
マ)

る｣

と
あ
る
。
家
集
の
形
で
は
、
承
元
元

年(

一
二
〇
七)

の『

最
勝
四
天
王
院
障
子
絵
色
紙
形
和
歌』

の
通
光
歌
、

｢

吉
野
山
お
く
ま
で
花
や
咲
き
ぬ
ら
ん
霞
に
か
を
る
よ
も
の
は
る
か
ぜ｣

(
一
三)

が
近
い
先
例
だ
が
、
こ
の
歌
の
よ
う
な
香
る
要
素
が
明
確
に
は

認
め
ら
れ
ず
不
審
が
残
る
。
島
本
他
の
形
だ
と
、
雲
と
霞
の
関
係
が
明
確

で
も
っ
と
も
自
然
で
あ
ろ
う
。
や
や
後
の

『

宝
治
百
首』

で
の
為
氏
歌
、

｢

久
方
の
お
な
じ
そ
ら
に
は
み
ゆ
れ
ど
も
か
す
み
て
か
は
る
春
の
月
影｣
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(
四
二
三)

が
、
島
本
の
形
の
こ
の
歌
に
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る

の
は
注
意
さ
れ
る
。

分
散
し
て
い
る
も
の
の
全
五
首
を
収
め
る
の
は
、『

如
願
法
師
集』

(

三

四
七
・
四
五
三
・
五
四
四
・
八
一
二
・
七
七
四
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本

で
確
認)

と

『

範
宗
集』

(

五
六
・
五
七
・
三
一
二
・
三
一
三
・
六
六
六)

で
あ
る
。

範
宗
の

｢

行
路
秋｣

題
歌

｢
秋
は
な
ほ
し
ぐ
れ
ぬ
そ
で
も
つ
ゆ
じ
も
に

ぬ
れ
て
ゆ
き
き
の
を
の
が
は
ぎ
は
ら｣

(

三
一
三)

は
、
歌
合

(

48)

で

は
第
五
句
が

｢

岡
の｣

と
あ
る
。
範
宗
と
共
に
順
徳
天
皇
に
近
侍
し
て
い

た
光
経
の
家
集
に
も
、｢

秋
か
ぜ
に
あ
さ
ひ
ぞ
に
ほ
ふ
を
山
田
の
い
ほ
の

そ
と
も
の
を
か
の
は
ぎ
は
ら｣

(

二
一
二)

と
あ
る
分
、
や
は
り
岡
が
優

勢
で
あ
ろ
う

(�)

。

五
首
の
内
四
首
が
確
認
で
き
る
の
が
定
家
の

『

拾
遺
愚
草』

(
二
一
五

七
・
二
二
〇
二
・
二
三
〇
一
・
二
四
九
九
、｢

暁
時
雨｣

を
欠
く)
、
二
首

の
み
が
家
隆
の

『

玉
吟
集』

(｢

春
朝
山

(

マ

マ

)｣

二
〇
四
一
・｢

行
路
秋｣

二
四

六
四)

で
あ
る

(

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
で
確
認)

。

本
文
の
異
同
は
、
定
家
の

｢

行
路
秋｣

題
歌
、｢

う
ち
わ
た
す
を
ち
か

た
の
べ
の
し
ら
つ
ゆ
に
よ
も
の
く
さ
木
の
い
ろ
か
は
る
こ
ろ｣

(

二
三
〇

一

(�))

の
第
四
句
が
、
歌
合(

40)

で
は｢

木
草｣

と
あ
る(

内
本
を
除
く)

こ
と
と
、
同
じ
く

｢

松
経
年｣

題
歌
、｢

た
む
け
草
つ
ゆ
も
い
く
よ
か
ち

ぎ
り
を
き
し
は
ま
ま
つ
が
え
の
色
も
か
は
ら
ず｣

(

二
四
九
九)

の
下
句

が
、
歌
合

(

76)

で

｢

浜
松
か
え
も
い
ろ
は｣

と
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

｢

草
木｣

も｢

木
草｣

も
意
味
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
が
、｢

四
方
の
草
木｣

の
形
の
方
が
用
例
は
圧
倒
的
に
多
い
。｢

四
方
の
木
草｣

は
、
定
家
自
身

が
、
母
の
喪
に
服
し
て
い
る
時
に
良
経
か
ら
贈
ら
れ
た
五
首
へ
の
返
歌
で
、

｢

袖
の
う
へ
は
よ
も
の
木
く
さ
に
し
ほ
れ
あ
ひ
て
ひ
と
り
友
な
き
雪
の
し

た
哉｣

(

拾
遺
愚
草
二
四
八
一)

と
用
い
、
後
年
の

『

定
家
名
号
七
十
首』

で
も
、｢

つ
る
の
林
な
く�
を
く
る
な
み
だ
に
や
よ
も
の
木
く
さ
も
い

ろ
か
は
り
け
ん｣

(

三
五)

と
詠
ん
で
い
る
。
あ
る
い
は

｢

建
保
二
年
九

月
十
四
日
和
歌
所｣

会
で
、｢

き
み
が
世
の
月
と
秋
と
の
あ
り
か
ず
に
を

く
や
木
草
の
よ
も
の
白
露｣

(

二
四
八
八)

と
、｢

木
草
の
四
方｣

の
形
も

確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
他
に
も

｢

木
草｣

は
定
家
が
多
用
し
て
お

り
、
そ
れ
を
こ
の
歌
合
で
も
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
を
後
年
に

改
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
家
集
で
す
べ
て
が

｢

四
方
の
草
木｣

に
統

一
さ
れ
て
い
る
訳
で
も
な
く
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。

後
者
は
要
は

｢

も｣

の
位
置
が
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
あ
ま
り
意

味
は
変
わ
ら
な
い
の
だ
が
、
家
集
の
方
が

｢

露
も｣

・｢

色
も｣

と
露
と
色

の
関
係
が
よ
り
明
確
と
な
る
よ
う
で
は
あ
る
。
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エ

そ
の
他

参
加
者
家
隆
の
自
撰
と
考
え
ら
れ
る

『

家
隆
卿
自
歌
合』

に
も
一
首
が

取
ら
れ
て
い
る
。｢

歌
の
下
の
注
記
の
年
記
は
必
ず
し
も
正
確
と
は
い
い

が
た
い｣
と
、『
新
編
国
歌
大
観』

の
解
題
で
久
保
田
淳
氏
が
指
摘
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
廿
四
番
左
の
49
番
歌
に
は

｢

院
百
首
建
保
三
年｣

と
あ

る

(

四
七)

。
本
文
に
問
題
は
な
い
。

歌
学
書
の
類
に
も
本
歌
合
の
歌
が
確
認
で
き
る
。
ま
ず
貞
応
元
年

(

一

二
二
二)

か
ら
三
年
頃
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る

『

続
歌
仙
落
書』

で

あ
る

(�)
。
同
書
は
鎌
倉
前
期
の
歌
人
二
十
五
人
に
つ
い
て
、
そ
の
標
語
と
評

価
に
応
じ
た
歌
数
の
詠
作
例
等
を
列
挙
し
た
も
の
で
あ
る
。
有
家
七
首
の

一

(

四
四
・
65)

、
行
能
三
首
の
一

(

六
八
・
69)
、
成
茂
二
首
の
一

(

八

二
・
54)

の
都
合
三
首
が
本
歌
合
で
の
歌
で
あ
る
。
皆
詞
書
に

｢

仙
洞
歌

合｣

と
題
が
記
さ
れ
る
程
度
で
あ
る
が
、
有
家
の
も
の
に
は

｢
世
を
の
が

れ
て
則
の
比｣

と
あ
っ
て
、
こ
の
年
二
月
に
出
家
し
た
と
あ
る

『
公
卿
補

任』

と
符
合
す
る
。
歌
合
判
詞
で
も

｢

ま
こ
と
に
す
み
な
れ
ぬ
こ
け
の
袂

あ
は
れ
に
侍
り｣

と
あ
っ
て
、
勝
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
事
実
と
し
て
の

生
々
し
さ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

本
文
で
は
、
有
家
歌

｢

し
ば
の
庵
ま
だ
す
み
な
れ
ぬ
明
ぼ
の
の
こ
け
の

た
も
と
よ
時
雨
せ
ず
と
も｣

の
第
四
句
が
、
歌
合

(

65)

で
は

｢

た
も
と

は｣

と
あ
る
。｢

よ｣

と

｢

は｣

は
誤
写
し
や
す
い
関
係
で
あ
り
、｢

は｣

の
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
成
茂
歌

｢

鹿
の
音
も
袖
に
し
を
る
る
玉

ぼ
こ
の
道
の
木
の
葉
は
わ
れ
ぞ
染
め
ゆ
く｣

の
第
二
句
が
、
歌
合

(

54)

で
は

｢

こ
ほ
る
ゝ｣

と
あ
る
。｢

玉｣

や
下
句
で
連
想
さ
せ
ら
れ
る
露
と

の
関
連
で
言
え
ば
、｢

こ
ぼ
る｣

の
方
が
縁
語
と
な
っ
て
良
さ
そ
う
で
あ

る
。
共
に
成
立
ま
も
な
い
頃
の
歌
合
の
伝
本
の
本
文
を
伝
え
る
と
は
、
単

純
に
は
言
い
難
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
他
に
も
、
頓
阿
の

『

井
蛙
抄』

に

｢

本
歌
の
た
ゞ
一
ふ
し
を
と
れ

る
歌｣

の
例
と
し
て
家
隆
歌

(

一
八
四
・
49)

が
引
か
れ
、
二
条
良
基
が

頓
阿
へ
の
質
問
を
纏
め
た

『

愚
問
賢
注』

で
、｢

雑
題
に
季
を
よ
む
事｣

の
例
歌
と
し
て
定
家
歌

(

三
二
・
76)

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
詞

書
等
は
な
い
が
、『

続
後
撰
集』

あ
る
い
は

『

玉
吟
集』

に
拠
る
可
能
性

が
高
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
後
者
も

｢

建
保
三
年
五
月
歌
合｣

と
明
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
や
本
文
の
一
致
か
ら
し
て
、『

拾
遺
愚
草』

か
ら
の
引
用

で
あ
ろ
う
。

歌
合
か
ら
の
明
ら
か
な
引
用
で
あ
る
の
が
、
水
府
明
徳
会
彰
考
館
文
庫

に
蔵
さ
れ
る
、『

歌
合
目
録
次
第
不
同』

と

『

歌
合
目
録』

で
あ
る
。
前

者
は
掲
載
歌
合
の
最
初
と
最
後
の
歌
を
引
用
し
、
後
者
は
最
初
の
歌
を
末

尾
を
省
略
し
て
引
い
て
い
る
。
現
存
伝
本
の
系
統
か
ら
の
引
用
で
あ
る
可
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能
性
が
高
く
、
本
文
に
問
題
も
認
め
ら
れ
な
い
。

以
上
の
如
く
、
他
出
歌
の
確
認
か
ら
は
、
本
歌
合
の
評
価
を
あ
る
程
度

は
窺
う
こ
と
が
で
き
た
が
、
異
本
の
存
在
や
注
目
す
べ
き
異
同
を
見
出
す

こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。

ま
と
め

以
上
相
も
変
わ
ら
ぬ
蕪
雑
な
検
討
と
考
察
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
本

歌
合
の
伝
本
に
つ
い
て
は
、
現
存
伝
本
が
全
て
、
室
町
期
の
増
運
筆
と
さ

れ
る
伝
本
を
祖
本
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
成
立
か
ら

二
百
五
十
年
以
上
も
後
の
も
の
に
し
か
、
具
体
的
に
は
遡
り
得
な
い
の
で

あ
る
。
現
存
数
の
少
な
い
歌
合
の
伝
本
研
究
で
は
何
時
も
感
じ
さ
せ
ら
れ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
現
存
と
い
う
の
は
偶
然
の
産
物
で
し
か
な
い
の
で

あ
ろ
う
。
後
鳥
羽
院
主
催
の
歌
合
で
も
散
佚
し
て
し
ま
っ
た
も
の
は
数
多

い
。
こ
の
微
妙
な
時
期
に
院
に
よ
っ
て
催
さ
れ
た
歌
合
が
残
存
し
て
い
る

こ
と
の
意
味
は
、
決
し
て
小
さ
く
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
偶
然
と
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
が
室
町
殿
義
政
の
熱
心
な
集
書
活

動

(�)

に
よ
っ
て
、
そ
の
現
存
の
確
率
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ

と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
応
仁
の
乱
や
万
治
六
年
の
大
火
後

の
、
大
規
模
な
書
写
活
動
に
つ
い
て
近
時
積
極
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ

(�)

、

古
典
作
品
の
継
承
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ
た
こ
と
が
よ
り
明
確
に
な
っ
て

き
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
み
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
先
人
の
弛
ま
ぬ
書
写
あ

る
い
は
出
版
活
動
に
は
、
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
本
歌
合
の
諸
伝
本
の
検
討
や
本
文
利
用
の

上
か
ら
も
、
ま
た
室
町
殿
の
集
書
活
動
を
研
究
す
る
こ
と
に
お
い
て
も
、

彰
考
館
文
庫
蔵
本
が
重
要
な
位
置
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
、
今
後
そ
の

活
用
が
は
か
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
う
次
第
で
あ
る
。

さ
て
、
そ
う
し
て
伝
存
し
た
本
歌
合
が
、
こ
れ
ま
た
偶
然
に『

吾
妻
鏡』

に
そ
の
名
が
見
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
大
変
な
幸
い
で
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。
そ
の
記
事
の
み
で
は
窺
え
な
い
、
後
鳥
羽
院
と
実
朝
の
交
流

の
具
体
的
な
内
容
や
意
味
を
、
そ
の
本
文
を
通
し
て
推
測
で
き
る
の
で
あ

る
。
そ
れ
を
実
行
さ
れ
た
の
が
吉
野
氏
で
あ
っ
た
の
だ
が
、
後
鳥
羽
院
の

実
朝
を
懐
柔
す
る
と
い
う
意
図
を
、
本
歌
合
の
企
画
や
内
容
に
ど
れ
だ
け

関
わ
ら
せ
て
良
い
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
稿
者
は
未
だ
に
明
確

な
立
場
を
と
れ
な
い
で
い
る
。

確
か
に
都
の
文
化
に
憧
れ
和
歌
に
熱
心
で
あ
っ
た
実
朝
は
、
後
鳥
羽
院

か
ら
そ
の
主
催
し
た
歌
合
の
伝
本
を
贈
ら
れ
て
、
感
激
し
た
で
あ
ろ
う
こ
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と
は
疑
い
な
い
。
そ
の
こ
と
が

『

吾
妻
鏡』

に
記
し
留
め
ら
れ
た
こ
と
が

そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
の
行
為
を
院
の
実
朝

｢

懐
柔｣

と

言
う
な
ら
ば
そ
の
通
り
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
懐
柔
に
込
め
ら
れ
た
院
の

目
論
み
あ
る
い
は
計
算
は
ど
れ
程
の
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
文

学
に
ど
れ
程
の
政
治
的
な
力
が
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
し
、
具

体
的
に
は
、
後
鳥
羽
院
が
ど
れ
ほ
ど
実
朝
を
意
識
し
て
い
た
の
か
と
い
う

問
題
で
も
あ
る
。

良
く
知
ら
れ
て
い
る
様
に
、
実
朝
は
前
年
の
建
保
二
年
に
、
催
さ
れ
た

ば
か
り
の

『

水
無
瀬
殿
秋
十
首
撰
歌
合』
の
写
本
を
雅
経
か
ら
贈
ら
れ
、

｢

殊
令
賞
翫
之
給｣

た
と
い
う

(『

吾
妻
鏡』
同
年
八
月
二
十
九
日
条

(�))

。

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
後
鳥
羽
院
が
、
で
は
今
度
も
贈
っ
て
や
れ
と
で
も
言
っ

て
、
便
宜
の
あ
っ
た
忠
信
に
任
せ
た
と
し
て
も
、『

吾
妻
鏡』

の
表
現
は

や
は
り

｢

依
内
々
勅
定｣

と
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
忠
信
が

気
を
利
か
せ
て
院
に
そ
れ
を
願
っ
た
と
し
て
も
、
や
は
り
鎌
倉
側
の
表
現

は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。『

吾
妻
鏡』

が
鎌
倉
幕
府
側
の
や
や
後
の
編

纂
物
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
り
、
こ
の
記
述
自
体
も
、

実
朝
と
院
の
良
好
な
関
係
を
印
象
づ
け
た
い
が
為
に
記
さ
れ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
や
は
り
そ
の
解
釈
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

憶
測
を
並
べ
て
い
て
も
し
ょ
う
が
な
い
の
で
あ
る
が
、
稿
者
が
気
に
し

て
い
る
の
は
、
本
歌
合
が
終
始
実
朝
を
意
識
し
た
企
画
で
あ
っ
た
と
な
る

と
、
こ
の
時
期
の
後
鳥
羽
院
の
歌
合
の
あ
り
方
や
、
後
鳥
羽
院
の
和
歌
に

対
す
る
考
え
や
姿
勢
を
、
本
歌
合
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
あ
ま
り
適
当
で

な
い
こ
と
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
よ
り
詳

細
に
内
容
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
稿
者
に

は
今
そ
の
余
力
が
な
い
。
た
だ
、
先
に
検
討
し
た
様
に
、
家
仲
の
参
加
を

現
時
点
か
ら
見
る
と
、
実
朝
を
意
識
し
た
歌
合
と
し
て
は
、
全
体
的
な
水

準
を
下
げ
か
ね
な
い
危
険
な
要
素
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
も

し
今
後
、
こ
の
時
期
で
の
家
仲
と
鎌
倉
と
の
関
係
が
明
確
に
な
る
こ
と
が

あ
れ
ば

(

例
え
ば
父
が
鎌
倉
に
下
っ
て
い
た
等)

、
こ
の
懸
案
は
一
挙
に

解
決
す
る
可
能
性
は
あ
る
。

と
も
か
く
も
、
政
治
的
な
絡
み
に
せ
よ
、
後
鳥
羽
院
の
歌
歴
か
ら
に
せ

よ
、
本
歌
合
は
な
か
な
か
に
重
要
な
時
期
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

言
え
る
。
歌
題
に
は
後
鳥
羽
院
初
期
歌
壇
か
ら
の
要
素
が
認
め
ら
れ
る
が
、

四
季
を
備
え
た
五
題
と
い
う
形
式
は
、
確
か
に
本
格
的
な
催
し
で
あ
っ
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
歌
人
十
八
名
は
、
大
枠
は
新

古
今
集
編
纂
期
か
ら
の
歌
人
で
占
め
ら
れ
な
が
ら
も
、
順
徳
内
裏
歌
壇
と

は
関
連
の
薄
い
新
人
歌
人
を
も
取
り
込
ん
で
お
り
、
や
は
り
院
歌
壇
の
変

化
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
固
定
的
な
結
番
と
、
衆
議
で
判
詞
を
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院
が
自
ら
執
筆
し
た
こ
と
は
、
既
に
院
歌
壇
で
の
先
例
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
な
が
ら
、
院
と
忠
信
の
圧
倒
的
な
成
績
や
、
そ
の
両
者
へ
の
配
慮
が
濃

厚
に
感
じ
ら
れ
る
衆
議
の
有
様
か
ら
は
、
院
歌
壇
が
文
芸
追
求
の
場
で
は

な
く
、
政
治
的
な
権
威
の
論
理
が
優
先
し
が
ち
な
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

新
た
な
院
歌
壇
の
有
様
を
予
感
さ
せ
た
催
し
で
は
あ
っ
た
が
、
結
局
本

歌
合
は
都
で
の
院
主
催
の
歌
合
と
し
て
は
最
後
と
な
っ
た
様
で
あ
る
。
倒

幕
へ
と
意
識
が
集
中
し
て
い
っ
た
こ
と
に
拠
る
の
で
は
あ
ろ
う
が
、
歌
合

の
場
を
心
弾
ま
な
い
も
の
に
し
た
の
は
、
同
じ
立
場
で
和
歌
に
つ
い
て
語

り
合
う
こ
と
を
難
し
く
し
た
、
院
自
身
の
意
識
の
変
化
そ
の
も
の
な
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
初
か
ら
実
朝
を
意
識
し
た
催
し
で
あ
っ
た
と
す
る

な
ら
ば
、
尚
更
の
こ
と
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。『

新
古
今
集』

を
編
纂
し

終
え
た
院
に
は
、
少
な
く
と
も
隠
岐
配
流
ま
で
は
、
和
歌
に
積
極
的
な
価

値
を
見
出
す
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
を
意
味
あ
る
も
の
と
す
る
為
に
は
、
八
島
正
治
氏
の

｢

新
古
今
的

な
詠
風
が
転
換
し
始
め
て
い
る｣

と
い
う
指
摘
の
具
体
的
な
確
認
を
し
、

実
朝
懐
柔
の
意
図
を
他
の
参
加
歌
人
が
意
識
し
、
そ
の
詠
作
に
も
影
響
を

与
え
て
い
る
と
の
説
に
対
す
る
稿
者
の
意
見
を
も
纏
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
が
、
共
々
今
後
の
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

[

注]

(

１)

年
次
の
明
ら
か
な
切
継
作
業
の
中
で
、
最
後
の
も
の
は
同
年
九

月
に
切
り
出
さ
れ
た
家
持
歌

(

一
九
七
九)

で
あ
る
。
後
藤
重
郎

氏

『

古
今
和
歌
集
の
基
礎
的
研
究』

(

塙
書
房
、
昭
43)

を
参
照
さ

れ
た
い
。
猶
、
隠
岐
本
の
こ
と
は
こ
こ
で
は
措
く
。

(

２)

本
百
首
に
つ
い
て
は
、
吉
野
朋
美
氏

｢

建
暦
二
年
の
後
鳥
羽
院｣

(『

国
語
と
国
文
学』

78
―
10
、
平
13
・
10)

を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

(

３)
｢

歌
合
に
お
け
る
定
家
と
家
隆｣

(『

谷
山
茂
著
作
集
四』

角
川
書

店
、
昭
58)

。

(

４)

以
下
吉
野
氏
論
文
で
特
に
断
ら
な
い
場
合
に
は
こ
の
論
文
を
指

す
。
予
め
吉
野
氏
の
学
恩
に
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

(

５)

吉
野
氏
は
宸
筆
の
一
巻
を
贈
っ
た
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、『

吾
妻

鏡』

の
記
述
か
ら
で
は
必
ず
し
も
宸
筆
と
は
判
断
で
き
な
い
よ
う

で
あ
る
。

(
６)

『

史
伝
後
鳥
羽
院』

(

吉
川
弘
文
館
、
平
13
・
11)

｢

転
の
巻

そ

の
二

は
こ
や
の
山
の
影｣

。

(

７)
『

拾
遺
愚
草』

は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
、『

新
勅
撰
集』
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は
樋
口
芳
麻
呂
氏
・
穂
久
邇
文
庫
・
永
青
文
庫
蔵
等
の
善
本
で
確

認
。

(

８)
こ
の
引
用
は
、
久
保
田
淳
氏

｢

後
鳥
羽
院
歌
壇
の
形
成

(

一)｣

(『

藤
原
定
家
と
そ
の
時
代』

岩
波
書
店
、
平
６)

に
拠
る
も
の
で

あ
る
。

(

９)

行
意
に
つ
い
て
は
、
藤
田
百
合
子
氏

｢

僧
正
行
意
に
つ
い
て
―

建
保
期
の
一
僧
侶
歌
人
―｣

(『

国
語
と
国
文
学』

57
―
12
、
昭
55
・

12)

、
同
氏

｢

僧
正
行
意
の
和
歌
に
つ
い
て
―
内
裏
名
所
百
首
詠
を

中
心
に
―｣

(

同
59
―
10
、
昭
57
・
10)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

10)

忠
信
に
つ
い
て
は
、
川
平
均
氏

｢
彰
考
館
蔵

｢

忠
信
卿
百
首
和

歌｣

に
つ
い
て
―

｢

建
保
四
年
後
鳥
羽
院
百
首｣

再
吟
味
の
た
め

に
―｣

(『

跡
見
学
園
女
子
大
国
文
学
科
報』

９
、
昭
56
・
３)

を

参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

11)

実
氏
に
つ
い
て
は
、
千
葉
覚
氏

｢

西
園
寺
実
氏
年
譜｣

(『
日
本

文
学

(

立
教
大
学)』

36
、
昭
51
・
７)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

12)

父
行
全
は
僧
侶
で
あ
る
の
で
、
祖
父
が
殿
上
人

(

家
行
は
正
四

位
下)

で
あ
っ
た
と
い
う
立
場
で
し
か
身
分
を
表
記
し
よ
う
が
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
当
然
叙
爵
は
し
て
い
な
い
。

(

13)

家
良
に
つ
い
て
は
、
野
中
和
孝
・
山
県
正
幸
氏

｢

衣
笠
家
良
の

生
涯

(

上)

―
生
誕
か
ら
内
大
臣
致
仕
ま
で
―｣

(『

活
水
論
文
集

(

現
代
日
本
文
化
学
科)』

46
、
平
15
・
３)

を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

(

14)
｢『

内
裏
名
所
百
首』

以
前
の
順
徳
院
歌
壇
に
つ
い
て
―
順
徳
院

近
侍
の
歌
人
を
中
心
と
し
て
―｣

(『

日
本
文
学(

立
教
大
学)』

73
、

平
６
・
12)

。

(

15)
｢

水
無
瀬
釣
殿
歌
合｣

一
例

(

三
番)

、｢

若
宮
撰
歌
合｣

一
例

(

二
番)

、｢

石
清
水
若
宮
歌
合｣

二
例

(

四
・
八
番)

、｢

遠
島
御
歌

合｣

三
例

(

四
・
六
・
三
十
二
番)

。

(

16)

こ
の
問
題
は
吉
野
氏
が
詳
細
に
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
同
じ
句

で
は
な
い
が
、
霞
と
光
の
取
り
合
わ
せ
と
い
う
こ
と
で
は
、
俊
成

が

｢

文
治
六
年
の
女
御
入
内
屏
風
和
歌｣

の

｢

正
月
小
朝
拝｣

で
、

｢

霞
し
く
春
の
光
に
見
わ
た
せ
ば
千
年
は
し
る
し
住
吉
の
松｣

(

長

秋
詠
草
六
一
五)

と
詠
ん
だ
の
が
一
応
先
例
と
は
な
ろ
う
か
。

(

17)

歌
合
で
は
、
神
祇
伯
源
顕
仲
が
催
し
た
、
大
治
三
年

(

一
一
二

八)

八
月
二
十
九
日
の

『

西
宮
歌
合』

、
同
年
の
九
月
二
十
一
日

『
南
宮
歌
合』

、
同
二
十
八
日
の

『

住
吉
歌
合』

の
、
密
接
な
関
係

を
有
す
る
三
歌
合
で
の
、｢

月
・
紅
葉
・
鹿
・
虫
・
萩
・
女
郎
花
・

薄
・
荻
・
蘭
・
菊｣

の
秋
の
題
に
、
副
題
と
し
て

｢

述
懐
・
昼
・
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暁
・
夕
・
恋
・
祝｣

を
添
え
た
珍
し
い
形
式
の
も
の
と
、『

六
百
番

歌
合』

で

｢

朝
恋
・
昼
恋
・
夕
恋
・
夜
恋｣

と
、
時
間
と
恋
を
結

び
つ
け
た
用
例
が
認
め
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。

(

18)

も
っ
と
も
そ
の
詠
作
を
見
る
と
夕
方
の
歌
も
目
立
つ
が
、
作
者

に
は
そ
の
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ず
、
ま
た
理
解
さ
れ
な
か
っ
た
と
い

う
こ
と
か
。

(

19)

な
お
国
文
学
研
究
資
料
館
の

｢

マ
イ
ク
ロ
資
料
・
和
古
書
目
録｣

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
、｢

十
月
歌
合
四
十
五
番｣

と
の
扉
題
を
有
す

る
、
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
本
が
立
項
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

近
世
期
の
歌
合
で
あ
る
。

(

20)

櫛
笥
節
男
氏

｢

大
和
綴
に
つ
い
て
―
歴
史
史
料
か
ら
の
検
証
―｣

(『

書
陵
部
紀
要』

48
、
平
９
・
３)

、
同
氏

｢

列
帖
装
に
つ
い
て｣

(『

汲
古』

34
、
平
11
・
１)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

21)

拙
稿

｢

版
本

『

歌
合
部
類』

の
開
版
時
期
に
つ
い
て｣

(『
古
典

資
料
研
究』

10
、
平
16
・
12)

。

(

22)

但
し
、『

大
日
本
歌
書
綜
覧』

を
参
照
し
た
と
覚
し
い

『

国
書
総

目
録』

は

｢

延
宝
二
年
以
前
成
、
貞
享
二
年
刊｣

と
し
て
い
る
。

(

23)

増
運
に
つ
い
て
は
、
井
上
宗
雄
氏

『

中
世
歌
壇
史
の
研
究

室

町
前
期

改
訂
新
版』

(

風
間
書
房
、
昭
59)

を
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

(

24)

義
政
の
大
規
模
な
集
書
活
動
に
関
連
す
る
も
の
で
、
こ
の
他
に

も
増
運
は
、｢

和
歌
抄
物
御
所
持
之
分｣

の
目
録
の
提
出
を
求
め
ら

れ
た
り(

七
月
二
十
五
日
条)

、『

長
明
無
名
抄』

(

十
一
月
五
日
条)

や

『

先
御
代
御
法
楽
一
座』

五
十
六
冊
等
を
貸
し
た
り

(

十
年
五

月
四
日
条)

し
て
い
る
。

(

25)

以
下
本
歌
合
の
歌
は
通
し
番
号
を
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
示
す
。

(

26)

勅
撰
集
名
の
前
の
○
数
字
は
勅
撰
集
の
代
数
。
漢
数
字
が
勅
撰

集
の
歌
番
号
で
、
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
先
述
の
通
り
本
歌
合
の
歌
番

号
で
あ
る
。

(

27)

以
下
和
歌
本
文
は
本
歌
合
を
除
い
て
、
特
に
注
記
の
な
い
も
の

は

『

新
編
国
歌
大
観』

に
拠
る
。

(

28)
『

宝
治
百
首』

で
基
良
が
、｢

遠
山
田
お
り
た
つ
田
子
の
い
と
ま

な
み
と
る
や
早
苗
に
け
ふ
も
暮
れ
つ
つ｣

(

九
二
六)

と
、
下
句
を

同
じ
く
す
る
歌
を
詠
ん
で
い
る
の
は
こ
の
歌
を
参
照
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。

(
29)

『

冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書』

所
収
の

『

明
日
香
井
集』

に
拠
り
、

『
新
編
国
歌
大
観』

を
参
照
し
清
濁
を
分
か
っ
た
。

(

30)

範
宗
の
家
集
に
は
、
共
に
書
陵
部
に
所
蔵
さ
れ
る
、
甲
本

(

五
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〇
一
・
三
九
、『

郁
芳
三
品
集』)

と
乙
本

(

一
五
〇
・
五
八
五
、

『
範
宗
集』)

の
二
系
統
が
あ
る
。『

新
編
国
歌
大
観』

は
乙
本
を
底

本
と
し
、『

桂
宮
本
叢
書』

第
五
巻
に
甲
本
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
拠
る
と
、
甲
本
は

｢

を
か
の｣

と
あ
る
。｢

岡
の
萩
原｣

は

こ
の
他
に
も
、
後
の
例
だ
が
、『

祐
茂
百
首』

(

四
二)

や

『

亀
山

殿
七
百
首』

の

｢
岡
寒
草｣

題
で
の
後
宇
多
院
歌

(

三
九
〇)

な

ど
の
例
が
確
認
で
き
る
が
、｢

小
野
の
萩
原｣

は
他
に
見
出
せ
な
い

の
で
、
や
は
り

｢

岡
の｣
が
優
勢
で
あ
ろ
う
。
猶
範
宗
の
家
集
に

つ
い
て
は
、
黒
田
彰
子
氏

｢

範
宗
集
に
つ
い
て
―
草
稿
本
か
ら
精

選
本
へ
―｣

(『

愛
知
文
教
大
学
比
較
文
化
研
究』

５
、
平
15
・
７)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

31)
『

拾
遺
愚
草』

は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
に
拠
り
、
以
下
で
引
用

す
る

『

定
家
名
号
七
十
首』

も
同
様
で
あ
る
。
清
濁
に
つ
い
て
は

『

明
日
香
井
集』

に
同
じ
。

(

32)
『

続
歌
仙
落
書』

に
つ
い
て
は
、
辻
勝
美
氏

｢『

続
歌
仙
落
書』

考｣
(『

日
本
大
学
人
文
科
学
研
究
所
研
究
紀
要』

44
、
平
４
・
９)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

33)

義
政
息
義
尚
も�
集
編
纂
の
資
料
と
す
る
為
に
、
大
規
模
な
集

書
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。
義
尚
の
依
頼
で
あ
る
可
能
性
も
あ
ろ

う
か
。
注

(

23)

井
上
宗
雄
氏
御
著
書
や
、
綿
抜
豊
昭
氏

｢

足
利

義
尚
文
化
活
動
事
蹟
年
譜｣

(『

中
央
大
学
国
文』

25
、
昭
57
・
３)

を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

(

34)

田
島
公
氏
編

『

禁
裏
・
公
家
文
庫
研
究

第
一
輯』

(

思
文
閣
出

版
、
平
15)

、
酒
井
茂
幸
氏

｢

霊
元
院
仙
洞
に
お
け
る
歌
書
の
書
写

活
動
に
つ
い
て｣

(『

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告』

121
、
平

17
・
３)

等
。

(

35)
(

四)

稿
に
お
い
て
、
こ
の
雅
経
か
ら
実
朝
へ
の
献
上
を
、
正
治

二
年(

一
二
〇
〇)

の『

仙
洞
十
人
歌
合』

の
こ
と
と
し
て
し
ま
っ

た
が
、
時
期
か
ら
考
え
て
も
失
考
で
あ
ろ
う
。
謹
ん
で
訂
正
し
た

い
。

《

附
記》

翻
刻
を
許
可
下
さ
っ
た
肥
前
島
原
松
平
文
庫
、
貴
重
な
資
料
の

閲
覧
を
お
認
め
下
さ
り
、
ま
た
閲
覧
に
際
し
て
御
高
配
に
与
っ
た
、
国

立
公
文
書
館
、
国
文
学
研
究
資
料
館
、
慶
應
義
塾
図
書
館
、
並
び
に

各
機
関
の
御
担
当
の
各
位
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
多
大

な
る
御
学
恩
を
受
け
な
が
ら
、
消
化
不
良
の
引
用
や
紹
介
を
繰
り
返
し

た
上
、
き
ち
ん
と
し
た
意
見
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
、
吉
野
朋
美
氏
に
お
詫
び
申
し
上
げ
た
い
。
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《

附
載
校
本》

凡

例

一
、
本
校
本
は
島
原
図
書
館
肥
前
島
原
松
平
文
庫
蔵

(

一
三
八
・
六
六)

本
一
冊
を
底
本
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

一
、
底
本
の
翻
字
並
び
に
比
校
し
た
本
の
異
同
箇
所
の
翻
字
に
つ
い
て
は
、

な
る
べ
く
原
本
の
お
も
か
げ
を
と
ど
め
る
よ
う
に
努
め
た
が
、
漢
字
の

字
体
は
現
今
通
行
の
字
体
に
統
一
し
た
。
ま
た
底
本
に
限
っ
て
見
せ
消

ち
の
状
態
を
下
部
に

｢

＊｣

記
号
を
付
し
て
明
示
し
た
。

一
、
翻
字
の
改
行
は
底
本
の
ま
ま
と
し
、
改
頁
の
箇
所
に
は

｢
｣
｣

(

表

丁)

・｢
』
｣

(

裏
丁)

を
付
し
た
。

一
、
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。
底
本
が
同
じ

『

新
編
国
歌
大
観

第

五
巻』

の
番
号
と
異
同
は
な
い
。

一
、
異
同
の
存
す
る
箇
所
に
は
、
底
本
本
文
の
右
傍
に
、
異
同
箇
所
の
番

毎
の
通
し
番
号
を
意
味
す
る
漢
数
字
を
付
し
、
下
欄
に
そ
の
番
号
と
、

異
同
を
示
す
の
に
必
要
な
だ
け
の
底
本
本
文
を
摘
記
し
、｢

…｣

の
記

号
で
繋
い
で
、
比
校
本
の
摘
記
し
た
底
本
と
同
じ
箇
所
を
掲
げ
た
。

一
、
異
同
を
示
す
の
に
用
い
た
、
比
校
本
諸
本
の
略
号
は
以
下
の
通
り
。

・
内
閣
文
庫
蔵

(

二
〇
一
・
一
七
〇)

本

｢

内｣

・
慶
應
義
塾
図
書
館
蔵

『

続
歌
合
部
類』

所
収
本

｢

部｣

・
群
書
類
従
巻
百
九
十
五
所
収
本

｢

群｣

・
彰
考
館
文
庫
蔵
本

(

巳
一
三
・
〇
七
二
六
八)

本

｢

彰｣

一
、
校
合
に
つ
い
て
は
、
見
や
す
さ
を
考
慮
し
、
以
下
の
よ
う
な
例
は
そ

の
対
象
と
は
し
な
か
っ
た
。

１
、
筆
者
の
単
純
な
ミ
ス
な
ど
に
拠
る
と
思
わ
れ
る
、
補
入
・
見
消
ち
・

重
ね
書
き
。

２
、
漢
字
仮
名
の
当
て
方
の
違
い
。
但
し
、
意
味
や
読
み
が
異
な
る
可

能
性
が
存
す
る
場
合
は
、
各
本
の
状
態
を
示
す
為
に
、
校
合
の
対
象

と
し
た

(

例

｢

音
・
ね｣)

。

３
、
意
味
に
差
が
生
じ
な
い
仮
名
遣
い
の
違
い
。

４
、
基
本
的
に
別
字
で
も
訓
や
音
が
同
じ
で
あ
っ
た
り
、
熟
語
と
し
て

同
じ
読
み
を
有
す
る
も
の

(

例

｢

歌
・
謌
・
哥｣

・｢

曰
・
云｣)

。

５
、
題
や
勝
負
付
な
ど
の
文
字
の
大
小
。

６
、
よ
み
が
同
じ
と
な
る
漢
文
的
表
記
と
和
文
的
表
記
。

一
、
異
同
中
の

｢[
]｣

は
、
そ
の
中
の
文
字
を
推
し
て
読
ん
だ
こ
と
を

示
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
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一
謌
合
…
四
十
五
番
哥
合

(

部
群)

二
大
僧
…
大
僧
正

(

内
部
群
彰)
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謌一

合
建
保
三
年
六
月
二
日

題

春
山
朝

夕
早
苗

行
路
秋

暁
時
雨

松
経
年

作
者左

方

御
製

大二

僧
行
意｣

権
大
納
言
源
朝
臣
通
光

権
中
納
言
兼
左
衛
門
督
藤
原
朝
臣
忠
信

参
議
左
近
衛
中
将
藤
原
朝
臣
実
氏

沙
弥
寂
印

宮
内
卿
藤
原
朝
臣
家
隆

散
位
藤
原
行
能

蔭
孫
高
階
家
仲

右
方



三
ナ
シ
…
講
師
／(

一
行
ア
キ)

／
読
師
／(

一
行
ア
キ)

(

彰)

四
ほ
の�
…
ほ
ろ�(
部)
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前
大
僧
正
慈
円』

参
議
侍
従
藤
原
朝
臣
定
家

左
近
衛
中
将
藤
原
朝
臣
雅
経

右
近
衛
中
将
藤
原
朝
臣
家
良

俊
成
卿
女

丹
後
守
藤
原
朝
臣
範
宗

左
衛
門
尉
藤
原
朝
臣
秀
能

備
前
守
源
家
長

小
比
叡
禰
宜
祝
部
宿
禰
成
茂｣

判三

者
衆
議
詞
宸
筆
後
日
被
下
之』

一
番

春
山
朝

左
勝

御
製

１
春
の
た
つ
霞
の
光
ほ四

の�
と

空
に
明
ゆ
く
あ
ま
の
か
く
山

右

前
大
僧
正

２
朝
霞
も
の
お
も
ふ
人
の
袖
の
色
に



五
誠
…
誠
に

(

群)

六
ま
こ
と
に
…
ナ
シ

(

彰)

七
左
…
右

(

部)

八
さ
せ
る
…
ナ
シ

(

群)
九
侍
に
き
…
侍
り
き

(

群)

― 236 ―

た
へ
て
住
へ
き
春
の
山
か
は

左
方
申
云
右
方
よ
り
難
を

出
し
侍
ら
さ
ら
ん
さ
き
に
申
也｣

霞
の
光
詩
な
と
に
は
聞
な
れ
た

る
や
う
に
侍
を
歌
に
は
い
ま
た

う
け
た
ま
は
り
及
は
す
如
何
右
方
申
曰

哥
に
は
誠五

き
ゝ
な
れ
す
侍
れ
と

も
霞
の
ひ
か
り
ま六

こ
と
に
た
し

か
に
侍
も
の
な
り
し
か
れ
は
難
に

あ
ら
す
左七

方
又
申
曰
右
方
も

も
の
お
も
ふ
人
の
そ
て
の
色
こ
と
に

よ
ろ
し
き
さ
ま
な
り
左
哥
お
よ』

ひ
か
た
し
右
方
又
申
曰
猶
左
哥

さ八

せ
る
難
な
し
仍
以
左
勝
と

被
仰
侍九

に
き

二
番左

持

僧
正



一
〇
山
は
…
山
の

(

内
部
群
彰)

一
一
ま
こ
と
に
…
に
殊
に

(

群)

一
二
遠
き
…
の
か
す
み

(

群)

・
と
を
き

(

彰)

― 237 ―

３
朝
ほ
ら
け
と
を
き
山
へ
の
か
す
み
よ
り

野
は
ら
に
い
つ
る
う
く
ひ
す
の
声

右

侍
従
藤
原
朝
臣

４
こ
の
ね
ぬ
る
あ
さ
け
の
山
一
〇

は
松
風
は｣

霞
を
わ
け
て
花
の
香
そ
す
る

右
方
申
曰
左
哥
遠
き
山
へ
の

霞
尤
勝
へ
き
に
や
左
方
申

曰
あ
さ
明
の
山
の
松
風
花
の
香

を
さ
そ
ひ
て
霞
を
わ
け
ん
ま一
一

こ
と
に
す
て
か
た
く
な
ん
侍
左
は

と
を
き
山
へ
遠一
二

き
右
は
こ
の
ね

ぬ
る
あ
さ
け
の
な
と
い
ひ
て
と
も

に
古
哥
を
お
も
へ
り
な
そ
ら
へ
て』

為
持

三
番左

権
大
納
言
源
朝
臣

５
山
姫
の
か
す
み
の
袖
や
に
ほ
ふ
ら
ん



一
三
か
す
み
て
か
は
る
…
か
す
み
そ
か
わ
る

(

彰)

一
四
か
す
み
て
〜
や
ま
か
せ
…

(

群)

一
五
右
…
右
の

(

彰)

一
六

[

空
白]

…

(

群)

・
そ
こ
と
も
見
え
す

(

彰)

一
七
右
方
…
右
哥

(

彰)

一
八
あ
り
か
ほ
に
…
あ
り
け
に

(

彰)

― 238 ―

花
に
う
つ
ろ
ふ
よ
こ
雲
の
空

右
勝

雅
経
朝
臣

６
い
つ
も
見
し
あ
さ
ゐ
る
雲
は
そ
れ
な
か
ら

か
す
み
て

一
三
・
一
四

か
は
る
春
の
や
ま
か
せ

左
右
共
に
申
曰
左
哥
さ
せ
る｣

難
侍
ら
ね
と
も
右一
五

あ
さ
ゐ
る
雲

は
そ
れ
な
か
ら
と
い
へ
る
宜
に
や

仍
為
勝

四
番左

勝

左
衛
門
督
藤
原
朝
臣

７
明
ほ
の
や
一
六

う
み
山
も

ひ
と
つ
に
か
す
む
春
は
き
に
け
り

右

右
近
中
将
藤
原
朝
臣

８
花
は
み
な
ち
ら
て
も
お
な
し
朝
霞』

た
な
ひ
く
山
の
お
く
の
し
ら
雲

左
方
申
曰
右一
七

方
上
句
こ
と
あ一
八

り

か
ほ
に
侍
ほ
と
に
末
さ
ま
さ
せ



一
九
山
を
…
や
ま
の

(

彰)

二
〇
題
…
題
に

(
群)

― 239 ―

る
事
な
く
侍
に
や
右
方
申
曰

左
方
難
陳
ひ
き
か
た
う
侍
り

其
上
左
哥
こ
ゝ
ろ
あ
る
さ
ま
侍

に
や
仍
為
勝

五
番左

勝

左
近
中
将
藤
原
朝
臣｣

９
あ
さ
霞
た
つ
た
の
山一
九

を
秋
と
は
ゝ

花
の
し
ほ
り
の
か
ひ
や
な
か
ら
ん

右

俊
成
卿
女

10
さ
く
ら
ち
る
よ
も
の
山
風
う
ら
み
て
も

は
ら
は
ぬ
袖
の
は
な
の
朝
露

右
方
申
曰
左
歌
こ
ゝ
ろ
あ
る
や
う
に

侍
を
秋
と
は
ゝ
と
い
へ
る
わ
た
り

す
こ
し
い
か
に
そ
や
き
こ
え

侍
る
に
や
左
方
申
曰
よ
も
の
山』

あ
ま
り
に
お
ほ
え
侍
上
句
に
桜
と

い
ひ
下
句
に
花
と
を
け
る
題二
〇

な
き



二
一
ほ
と
に
…
ほ
と
も

(

彰)

二
二
山
の
は
…
山
の
い

(

部)

二
三
共
に
…
共

(

内)

二
四
明
る
…
侍
る

(

内)

― 240 ―

は
な
あ
ま
り
に
お
ほ
く
侍
ほ二
一

と
に

朝
の
こ
ゝ
ろ
無
下
に
お
ほ
く
出
来
て

侍
に
や
秋
と
は
ゝ
と
い
へ
る
か
ろ
き

難
に
や
侍
な
ん

六
番左

沙
弥
寂
印

11
花
の
い
ろ
は
枝
に
こ
も
れ
る
梢
よ
り｣

朝
日
そ
に
ほ
ふ
み
よ
し
の
ゝ
山

右
勝

範
宗
朝
臣

12
大
か
た
も
春
は
お
ほ
ろ
の
柴
の
戸
に

明
る
も
か
す
む
山二
二

の
は
の
月

左
右
共二
三

に
申
曰
左
哥
も
難
な
く

侍
を
右
哥
春
は
お
ほ
ろ
の

と
い
ひ
明二
四

る
も
か
す
む
と
を
け

る
い
ま
す
こ
し
す
ゝ
み
て
侍
よ
し

申
侍
き』

七
番



二
五
見
る
…
み
し

(

群)

二
六
霞
に
…
霞
そ

(

部)

― 241 ―

左
持

家
隆
朝
臣

13
よ
し
の
山
峯
の
朝
け
の
さ
く
ら
花

松
の
葉
青
き
雪
か
と
そ
見二
五

る

右

秀
能

14
大
か
た
の
春
の
ひ
か
り
の
の
と
け
き
に

霞二
六

に
あ
く
る
あ
ま
の
か
く
や
ま

右
方
申
曰
左
歌
松
葉
青
き
と

い
へ
る
尤
め
つ
ら
し
く
侍
左｣

方
申
曰
霞
に
明
る
天
の
か
く
山

こ
と
に
た
か
く
見
え
侍
仍
左
右
共

に
い
つ
れ
も
不
可
負
之
よ
し
申

之

八
番左

行
能

15
あ
さ
な�
た
つ
た
の
霞
は
れ
す
の
み

あ
は
れ
つ
き
せ
ぬ
山
の
奥
か
な

右
勝

家
長』



二
七
き
り
に
…
き
り

(

内)

― 242 ―

16
朝
日
か
け
に
ほ
へ
る
さ
く
ら
く
れ
な
ゐ
の

う
す
花
そ
め
の
か
す
む
山
の
は

左
方
申
曰
立
田
の
霞
は
れ
す
の
み

と
い
へ
る
本
哥
の
み
ね
の
あ
さ

き二
七

り
に
事
外
に
立
お
と
れ
る

よ
し
申
之

九
番左

勝

高
階
家
仲

17
横
雲
や
み
ね
に
別
れ
て
か
す
む
ら
ん｣

さ
く
ら
そ
う
す
き
み
よ
し
の
ゝ
山

右

成
茂

18
山
か
す
む
は
る
や
わ
た
り
て
龍
田
川

今
朝
は
氷
の
中
そ
た
え
ゆ
く

左
右
共
に
申
曰
両
方
こ
ゝ
ろ
を
つ
く

し
て
案
た
る
哥
と
見
え
侍
然
は

あ
れ
と
左
の
さ
く
ら
そ
う
す
き

と
い
へ
る
聊
ま
さ
る
へ
き
に
や



二
八
よ
の
つ
ね
…
尋
常

(

群)

二
九
事
に
…
事

(

彰)

三
〇
左
可
勝
…
左
可
可
勝

(

部)

三
一
然
而
…
然
し
て

(

群)

― 243 ―

十
番

夕
早
苗』

左
勝

御
製

19
早
苗
と
る
山
田
の
あ
せ
に
せ
く
水
の

に
こ
る
に
も
す
む
夕
月
夜
か
な

右

前
大
僧
正

20
暮
ぬ
と
て
い
そ
く
早
苗
の
小
山
田
に

雨
そ
ほ
ふ
り
て
ほ
と
ゝ
き
す
な
く

左
方
申
曰
時
鳥
な
く
と
い
へ
る
頗

よ二
八

の
つ
ね
の
事二
九

に
誹
諧
の
躰
に

侍
也
右
方
又
申
曰
左三
〇

可
勝
に
や｣

左
方
又
申
曰
た
ゝ
人
の
可
詠
歌

に
あ
ら
す
定
有
其
様
歟
然三
一

而

尚
以
左
為
勝

十
一
番

左
持

僧
正

21
早
苗
と
る
門
田
に
な
ひ
く
夕
風
を

昨
日
に
な
し
て
又
や
な
か
め
ん



三
二
侍
従
…
侍
従
藤
原
朝
臣

(

内
部
群
彰)

三
三
左
哥
…
云
左

(

群)

三
四
申
…
申
云

(

群)

・
申
曰

(

彰)

三
五
以
仍
…
仍
以

(

群)

― 244 ―

右

侍三
二

従

22
あ
ら
た
ま
の
年
あ
る
御
代
の
秋
か
け
て』

と
る
や
早
苗
に
け
ふ
も
暮
し
つ

右
方
申
左三
三

哥
風
情
尤
可
然
侍
り

左
方
申三
四

右
哥
と
し
あ
る
御
代

為
祝
言
以三
五

仍
為
持

十
二
番

左
持

権
大
納
言
源
朝
臣

23
早
苗
と
る
山
田
の
た
こ
の
ぬ
れ
こ
ろ
も

ほ
し
あ
へ
す
く
る
ゝ
夕
月
日
か
な

右

雅
経
朝
臣｣

24
里
と
を
き
田
中
の
も
り
の
夕
日
影

う
つ
り
も
あ
へ
す
と
る
さ
な
へ
か
な

左
右
申
曰
哥
の
躰
尤
相
似
不
可

有
勝
負

十
三
番

左
勝

左
衛
門
督
藤
原
朝
臣



三
六
家
良
…
ナ
シ

(

彰)

三
七
雅
経
…
実
氏

(

群)

・
ナ
シ

(

彰)

― 245 ―

25
夕
さ
れ
は
山
田
の
さ
な
へ
う
ち
な
ひ
き

音
こ
そ
き
か
ね
か
よ
ふ
秋
か
せ

右

右
近
中
将
藤
原
朝
臣
家三
六

良』

26
五
月
雨
に
小
田
の
し
め
な
は
ふ
り
は
へ
て

な
か
き
日
く
ら
し
早
苗
と
る
也

左
方
申
曰
小
田
の
し
め
な
は
ふ
り

は
へ
て
と
い
へ
る
さ
た
か
に
そ
の

こ
ゝ
ろ
を
え
す
如
何
右
方
無
陳

申
旨
仍
為
勝

十
四
番

左
持

左
近
中
将
藤
原
朝
臣
雅三
七

経

27
早
苗
と
る
し
つ
の
を
た
巻
い
や
し
き
も｣

君
を
そ
い
の
る
雨
の
ゆ
ふ
く
れ

右

俊
成
卿
女

28
暮
ぬ
と
て
い
そ
く
早
苗
を
取
も
あ
へ
す

風
た
え
雲
に
過
る
む
ら
雨

左
方
申
曰
風
た
え
雲
に
過
る



三
八
君
…
若

(

部)

三
九
君
を
そ
…
若
を
そ

(

部)

・
君
を

(

彰)

四
〇
右
…
ナ
シ

(

彰)
四
一
岡
の
辺
の
〜
は
し
め
け
れ
…
歌
闕

(

群)

四
二
左
右
共
に
無
指
事
…
ナ
シ

(

群)

― 246 ―

村
雨
頗
時
雨
の
躰
也
但
君三
八

を
そ

い
の
る
と
い
へ
る
あ
ま
り
さ
し
過

た
る
さ
ま
な
り
お
な
し
事
な

れ
と
も
世
を
い
の
る
と
い
は
ん』

心
歟
右
方
申
曰
時
雨
の
難
ま

こ
と
に
さ
覚
侍
り
左
哥
君三
九

を
そ

い
の
る
と
い
へ
る
そ
の
こ
ゝ
ろ
強
に
不
違

歟
左
右
共
に
大
略
お
な
し
ほ
と

の
も
の
に
や
侍
ら
ん

十
五
番

左
持

沙
弥
寂
印

29
早
苗
と
る
し
つ
の
を
た
巻
秋
や
く
る

夕
の
風
の
音
は
た
て
ね
と｣

右四
〇

範
宗
朝
臣

30
岡四
一

の
辺
の
山
田
の
は
ら
の
夕
露
は

さ
な
へ
よ
り
こ
そ
を
き
は
し
め
け
れ

左四
二

右
共
に
無
指
事



四
三

[

十
六
番
全
体]

…
ナ
シ

(

群)

四
四
さ
と
と
を
み
…
里
□

(

ア
キ)

を
み

(

部)

四
五
夕
暮
は
〜
て
そ
行
…
哥
闕

(

群)

四
六
千
代
の
…
千
代

(

内)

― 247 ―

十四
三

六
番

左
持

家
隆
朝
臣

31
み
た
し
ろ
や
お
り
た
つ
田
子
の
ゆ
ふ
た
す
き

夕
く
れ
か
け
て
さ
な
へ
と
る
也

右

秀
能』

32
早
苗
と
る
岡
へ
の
小
田
の
さ四
四

と
と
を
み

か
へ
さ
は
人
の
み
ち
ま
と
ふ
ら
ん

左
右
共
に
申
曰
両
方
作
者
の

た
め
と
も
に
地
哥
な
り

十
七
番

左

行
能

33
夕四
五

暮
は
千
町
の
さ
な
へ
と
り�
に

さ
か
へ
ん
御
代
に
ま
か
せ
て
そ
行

右
勝

家
長｣

34
天
の
下
を
た
の
む
の
早
苗
く
る
ゝ
ま
て

と
れ
と
つ
き
せ
ぬ
千四
六

代
の
数
か
な

右
方
申
曰
千
町
の
早
苗
頗
以
不



四
七
左
方
…
左

(

群)

四
八
あ
な
か
ち
の
…
強
に

(

群)

四
九
と
を
け
る
…
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
え
か
た
し
右
方
申
曰
し
つ
か
い
ほ
さ
す

と
を
け
る

(

彰)

― 248 ―

足
な
り
左四
七

方
申
曰
千
町
あ四
八

な
か
ち
の
不
足
に
あ
ら
す
但
右

哥
宜
仍
為
勝

十
八
番

左
持

高
階
家
仲

35
小
山
田
や
し
つ
か
い
ほ
さ
す
夕
月
日』

袖
に
か
け
つ
ゝ
さ
な
へ
と
る
な
り

右

成
茂

36
立
く
ら
し
さ
な
へ
や
民
の
い
と
ま
な
み

い
そ
か
す
と
て
も
秋
は
待
ら
ん

左
方
申
曰
右
哥
い
そ
か
す
と
て

も
秋
は
待
ら
ん
と四
九

を
け
る
さ
ま
て

な
き
躰
に
侍
も
の
か
な
な
を

な
そ
ら
へ
て
持
な
と
に
や
侍
へ
き

十
九
番

行
路
秋｣

左
勝

御
製

37
分
行
は
其
色
と
な
き
深
山
木
も



五
〇
尤
…
花

(

内)

五
一
頗
に
…
強
に

(

群)

・
頻
に

(

彰)

五
二
行
意
…
ナ
シ

(

内
彰)

五
三
木
草
…
草
木

(

内)

― 249 ―

秋
は
身
に
し
む
風
の
を
と
か
な

右

前
大
僧
正

38
ま
ね
か
す
は
あ
た
に
す
く
へ
き
山
ち
か
は

尾
花
み
た
る
ゝ
秋
の
ゆ
ふ
く
れ

右
方
申
曰
尾
花
の
ま
ね
く
こ
と

め
つ
ら
し
き
事
に
あ
ら
す
左
方

申
曰
尾
花
の
ま
ね
か
さ
ら
ん
尤五
〇

遺』

恨
也
殊
宜
由
左
方
頗五
一

に
申
せ

と
も
左
猶
可
勝
よ
し
さ
た
あ
り
て

勝
に
な
り
侍
に
き

二
十
番

左

僧
正
五
二行

意

39
分
い
ら
は
袂
に
露
や
み
た
れ
な
ん

心
し
秋
の
く
さ
葉
な
ら
ね
は

右
勝

侍
従
藤
原
朝
臣

40
う
ち
わ
た
す
遠
方
の
へ
の
し
ら
露
に｣

よ
も
の
木五
三

草
の
い
ろ
か
は
る
比



五
四
遠
方
…
遠
と
も
遠
方

(

内)

― 250 ―

右
方
申
曰
左
哥
殊
に
よ
ろ
し
く

侍
を
こ
ゝ
ろ
し
秋
の
と
い
へ
る
す

こ
し
こ
ゝ
ろ
え
か
た
く
侍
り
左
方

申
曰
と
も
に
優
に
侍
れ
と

も
遠五
四

方
の
へ
の
露
い
ま
す
こ
し

い
ろ
ふ
か
く
や
な
と
沙
汰

侍
り
き

廿
一
番』

左
持

権
大
納
言
源
朝
臣

41
草
枕
ゆ
ふ
か
り
こ
ろ
も
ぬ
れ
に
け
り

す
そ
の
ゝ
露
も
色
か
は
り
行

右

雅
経
朝
臣

42
紅
葉
ゝ
も
行
ゑ
さ
た
め
ぬ
秋
風
に

し
ら
ぬ
野
山
の
道
た
と
り
つ
ゝ

左
右
と
も
に
申
曰
左
の
ゆ
ふ
か
り
衣

右
の
し
ら
ぬ
野
山
と
も
に
よ

ろ
し
く
侍
り｣



五
五
秋
風
そ
…
か
き
か
せ
の

(

彰)

五
六
し
ら
さ
り
し
…
し
さ
り
し

(

部)

五
七
袖
に
…
そ
て

(

彰)

五
八
ち
か
き
…
わ
か
き

(

群)

― 251 ―

廿
二
番

左
勝

左
衛
門
督
藤
原
朝
臣

43
草
の
は
ら
露
も
さ
な
か
ら
夕
き
り
の

わ
か
そ
て
こ
め
て
秋五
五

風
そ
ふ
く

右

右
近
中
将
藤
原
朝
臣

44
常
磐
山
い
つ
は
た
秋
と
し五
六

ら
さ
り
し

袖五
七

に
見
え
行
露
の
色
か
な

左
方
申
曰
い
つ
は
た
秋
と
し
ら

さ
り
し
と
い
へ
る
ち五
八

か
き
歌
の
中』

に
き
ゝ
な
れ
て
や
侍
ら
ん

右
方
申
曰
我
袖
こ
め
て
と
い
へ
る

殊
よ
ろ
し
く
侍
り
仍
為
勝

廿
三
番

左

左
近
中
将
藤
原
朝
臣

45
草
の
原
い
つ
く
の
秋
に
行
く
れ
て

か
り
寝
の
ま
く
ら
露
に
む
す
は
ん

右
勝

俊
成
卿
女



五
九
申
…

[

了]
(

群)

六
〇
高
ま
と
の
…
高
ま
と
り

(

部)

― 252 ―

46
虫
の
音
も
わ
か
身
一
の
秋
か
せ
に｣

露
分
わ
ふ
る
小
野
の
し
の
原

左
方
申
曰
右
哥
こ
と
は
つ
ゝ
き
や

さ
し
く
侍
り
右
方
申
曰
左
歌

さ
せ
る
難
な
し
両
方
申五
九

曰
右

す
こ
し
可
勝
に
や

廿
四
番

左

沙
弥
寂
印

47
高六
〇

ま
と
の
野
へ
の
秋
萩
行
す
り
の

道
も
と
を
ゝ
に
花
開
に
け
り』

右
勝

範
宗
朝
臣

48
秋
は
な
を
時
雨
ぬ
袖
も
露
霜
に

ぬ
れ
て
ゆ
き
ゝ
の
岡
の
は
き
原

左
方
申
曰
ぬ
れ
て
行
き
の
岡
の

萩
原
宜
侍
に
や

右
方
申
曰
道

も
と
を
ゝ
に
と
い
へ
る
又
や
さ
し

く
見
え
侍
り
左
右
と
も
に
申
曰
ゆ



六
一
優
に
〜
と
も
に
申
曰
…
ナ
シ

(

群)

― 253 ―

き
す
り
の
と
い
へ
る
す
こ
し
き
ゝ
よ

か
ら
す
仍
以
右
為
勝｣

廿
五
番

左
持

家
隆
朝
臣

49
玉
ほ
こ
の
道
も
や
と
り
も
し
ら
露
に

風
の
吹
し
く
小
野
の
し
の
原

右

秀
能

50
旅
衣
な
れ
す
は
し
ら
し
大
か
た
の

秋
の
あ
は
れ
は
お
も
ひ
こ
し
か
と

右
方
申
曰
風
の
吹
し
く
と
い
へ

る
よ
ろ
し
く
侍
り
左
方
申
曰』

秋
の
哀
は
お
も
ひ
こ
し
か
と
又
優六
一

に
侍
り
左
右
と
も
に
申
曰
左

哥
古
歌
の
詞
を
よ
く
と
り
て

見
え
侍
り
右
も
ま
た
捨
か
た
く
侍

も
の
か
な
仍
為
持

廿
六
番



六
二
た
ゝ
ち
…
こ
ゝ
ち

(

群)

六
三
た
ゝ
ち
…
こ
ゝ
ち

(

群)

六
四
気
侍
り
…
気
地
り

(

群)

六
五
た
ゝ
ち
…
心
地

(

群)

六
六
行
か
ふ
…
行
こ
ふ

(

内)

― 254 ―

左
持

行
能

51
け
ふ
は
又
山
路
や
ふ
か
く
な
り
ぬ
ら
ん

昨
日
に
か
は
る
ま
き
の
秋
か
せ｣

右

家
長

52
ふ
み
な
ら
す
道
の
た六
二

ゝ
ち
を
よ
そ
に
し
て

花
に
そ
ま
と
ふ
み
や
き
の
ゝ
秋

左
右
申
曰
昨
日
に
か
は
る
山
お
ろ

し
の
風
と
い
へ
る
ち
か
き
世
の
哥

こ
と
は
そ
の
こ
ゝ
ろ
を
も
か
へ
さ
る
如

何
又
右
哥
み
ち
の
た六
三

ゝ
ち
も

あ
ま
り
な
る
気六
四

侍
り
ち
か
こ

ろ
夢
の
た六
五

ゝ
ち
な
と
い
へ
る
は』

其
謂
も
侍
事
に
や

廿
七
番

左

高
階
家
仲

53
旅
人
の
行六
六

か
ふ
山
の
下
も
み
ち

そ
て
に
み
た
る
ゝ
秋
か
せ
そ
ふ
く



六
七
そ
て

る
ゝ
…
袖
に
こ
ほ
る
ゝ

(

群
彰)

― 255 ―

右
勝

成
茂

54
鹿
の
音
も
袖
に
こ
ほ
る
ゝ
玉
ほ
こ
の

道
の
こ
の
は
ゝ
我
そ
そ
め
ゆ
く

左
方
申
曰
鹿
の
音
は
い
か
様
に｣

袖
に
こ
ほ
れ
侍
に
か
右
方
陳
申

曰
そ
て
に
こ
ほ
る
ゝ
は
露
の
事
也

道
の
木
の
は
ゝ
わ
れ
そ
染
ゆ
く

な
と
や
さ
し
く
こ
そ
侍
れ
左
方
又

申
曰
ま
こ
と
に
左
哥
も
あ
な

か
ち
の
こ
と
侍
ら
す
た
ゝ
一
旦
鹿

の
音
の
そ六
七

て

る
ゝ
や
う
に

見
え
侍
事
を
不
審
申
計
也

廿
八
番

暁
時
雨』

左
勝

御
製

55
か
た
し
き
の
こ
ろ
も
手
さ
む
く
時
雨
つ
ゝ

有
明
の
山
に
か
ゝ
る
む
ら
雲

右

前
大
僧
正



六
八
し
く
れ
…
し
ら
れ

(

内)

六
九
お
ほ
け
…
お
ほ
ろ
け

(

群)

七
〇
難
法
…
難

[

渋]
(

群)

＊

｢

か｣

右
傍
よ
り
補
入

七
一
ま
こ
と
…
ま
こ
と
に

(

群
彰)

七
二
わ
き
か
た
き
…
と
も
に
わ
き
か
た
き

(

群)

七
三
な
を
…
ナ
シ

(

彰)

― 256 ―

56
暁
は
そ
ら
の
け
し
き
も
た
ゝ
な
ら
て

わ
か
そ
て
の
み
は
し六
八

く
れ
さ
り
け
り

左
方
申
曰
右
哥
殊
よ
ろ
し
く
侍

り
お六
九

ほ
け
の
も
の
難七
〇

法
侍
へ
し

右
方
申
曰
左
哥
な
を
可
勝｣

廿
九
番

左

僧
正

57
あ
ら
し
山
比
さ
へ
つ
ら
き
ね
さ
め
か
な

し
く
れ
に
む
せ
ふ
あ
か＊

つ
き
の
か
ね

右
勝

侍
従
藤
原
朝
臣

58
ま
と
ろ
ま
ぬ
須
磨
の
関
守
明
ぬ
と
て

た
ゆ
む
ま
く
ら
も
う
ち
し
く
れ
つ
ゝ

左
哥
比
さ
へ
つ
ら
き
寝
覚
か
な

と
い
ひ
右
哥
た
ゆ
む
ま
く
ら
も』

う
ち
時
雨
れ
つ
ゝ
と
侍
り
ま七
一

こ
と
い
つ
れ

も
お
と
り
と
も
見
え
侍
ら
す
わ七
二

き

か
た
き
よ
し
申
あ
ひ
侍
を
な七
三

を



七
四
音
…
ね

(

群)

七
五
も
ら
て
も
…
も
ら
て

(

部)

七
六
さ
む
る
し
の
ゝ
め
の
夢
…
夢
の
覚
る
東
雲

(

群)

― 257 ―

た
ゆ
む
ま
く
ら
の
時
雨
ま
さ
る
へ

き
に
や
と
さ
た
め
侍
き

三
十
番

左
持

権
大
納
言
源
朝
臣

59
鐘
の
音七
四

の
時
雨
を
を
く
る
槙
の
や
に

も七
五

ら
て
も
さ七
六

む
る
し
の
ゝ
め
の
夢｣

右

雅
経
朝
臣

60
真
木
の
戸
の
明
方
と
し
も
お
と
ろ
か
す

寝
覚
ふ
り
に
し
比
の
し
く
れ
に

左
右
共
に
申
曰
や
さ
し
き
さ

ま
に
な
ん
侍
り
仍
為
持

三
十
一
番

左
勝

左
衛
門
督
藤
原
朝
臣

61
あ
か
つ
き
と
恨
み
し
人
は
か
れ
は
て
ゝ

う
た
て
し
く
る
ゝ
あ
さ
ち
ふ
の
宿』

右

右
近
中
将
藤
原
朝
臣

62
し
は
し
の
こ
る
在
明
の
月
の
山
の
は
に



七
七
俊
成
卿
女
…
ナ
シ

(

部)

七
八
床
…
鹿

(

群)

― 258 ―

ま
た
き
し
く
れ
の
か
き
く
も
り
つ
ゝ

左
方
申
曰
右
歌
さ
せ
る
事
な
く

侍
右
方
申
曰
う
た
て
し
く
る
ゝ

あ
さ
ち
ふ
の
宿
尤
よ
ろ
し
仍

為
勝

三
十
二
番

左
持

左
近
中
将
藤
原
朝
臣｣

63
風
の
音
は
み
山
も
さ
や
に
明
る
夜
の

時
雨
吹
ま
く
な
ら
の
は
か
し
は

右

俊七
七

成
卿
女

64
涙
さ
へ
い
と
ゝ
し
く
る
ゝ
う
き
く
も
に

の
こ
る
と
も
な
き
床七
八

の
月
か
け

両
方
哥
無
異
事
仍
為
持

三
十
三
番

左
勝

沙
弥
寂
印

65
柴
の
庵
ま
た
す
み
な
れ
ぬ
明
ほ
の
ゝ』

苔
の
た
も
と
は
し
く
れ
せ
す
と
も



七
九
と
い
へ
る
哥
の
こ
ゝ
ろ
な
れ
と
も
…
と
も

(

群)

八
〇
哥
…
哥
も

(

群)

八
一
ま
こ
と
ま
た
…
誠
に

(

群)

八
二
衫
…
袂

(

部
群
彰)

八
三
し
く
れ
よ
…
時
雨
に

(

部)

八
四
ま
こ
と
…
誠
に

(

群
彰)

― 259 ―

右

範
宗
朝
臣

66
立
田
山
し
く
れ
は
す
き
ぬ
あ
か
つ
き
の

ゆ
ふ
つ
け
と
り
や
ぬ
れ
て
鳴
ら
ん

左
方
申
曰
右
哥
た
か
み
そ
き
ゆ

ふ
つ
け
鳥
と七
九

い
へ
る
哥
の
こ
ゝ
ろ

な
れ
と
も
さ
せ
る
事
な
き
に

や
侍
ら
ん

右
方
申
曰
左
哥八
〇

ま八
一

こ
と
ま
た
す
み
な
れ
ぬ
こ
け｣

の
衫八
二

あ
は
れ
に
侍
り
仍
為
勝

三
十
四
番

左
持

家
隆
朝
臣

67
暁
や
こ
の
は
も
い
ろ
は
ま
さ
る
ら
ん

し八
三

く
れ
よ
袖
に
し
む
心
ち
し
て

右

秀
能

68
う
き
も
の
と
お
も
ひ
な
れ
た
る
あ
か
つ
き
の

ま
く
ら
に
す
く
る
は
つ
時
雨
か
な

左
方
申
曰
右
哥
ま八
四

こ
と
お
か
し
く』



八
五
あ
れ
と
も
…
あ
れ
と

(

彰)

八
六
負
侍
…
負

(

彰)

八
七
申
曰
…
申
ゝ
曰

(

彰)

八
八
誠
思
い
れ
…

[

定]

思
い
れ

(

部)

・
ま
こ
と
に
い
つ
れ

(

群)

・
ま
こ
と
に
お
も
ひ
い
れ

(

彰)

八
九
や
さ
し
く
…
や
さ
し
く
そ

(

群)

― 260 ―

侍
り
し
か
は
あ八
五

れ
と
も
左
哥
木

葉
も
色
は
ま
さ
る
ら
ん
と
い
ひ
て

時
雨
よ
袖
に
し
む
心
ち
し
て

と
を
け
る
い
か
て
か
負八
六

侍
へ
き

右
方
申八
七

曰
誠八
八

思
い
れ
や八
九

さ
し
く

見
え
侍
た
ゝ
し
右
哥
暁
は
か
り

う
き
も
の
は
な
し
と
い
へ
る
哥
の
心

す
て
か
た
く
侍
り
両
方
ひ
き�申

あ
ひ
侍
き
仍
持
に
成
侍
に
き｣

三
十
五
番

左
持

行
能

69
時
雨
行
あ
ら
し
の
山
の
山
下
に

木
葉
分
入
あ
り
あ
け
の
月

右

家
長

70
身
に
そ
し
る
み
ち
有
明
の
初
時
雨

わ
か
ぬ
草
葉
の
色
の
ふ
か
さ
を

左
方
申
云
木
葉
分
入
有
明
の



九
〇
い
か
て
…
い
か
て
か

(

群)

九
一
勝
劣
…
勝
負

(

彰)

九
二
松
経
年
…
ナ
シ

(

部)

― 261 ―

月
め
つ
ら
し
く
侍
り
右
哥
も』

こ
ゝ
ろ
あ
る
さ
ま
に
見
え
侍
れ
と
も
左

哥
猶
す
ゝ
み
て
覚
侍
如
何
右
方

申
曰
わ
か
ぬ
草
葉
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ

詞
優
に
侍
な
り
い九
〇

か
て
か
ま
く
る

程
の
事
侍
へ
き
仍
為
持

三
十
六
番

左
持

高
階
家
仲

71
村
雲
は
ま
た
過
は
て
ぬ
外
山
よ
り

し
く
れ
に
き
ほ
ふ
有
明
の
月｣

右

成
茂

72
鐘
の
音
は
秋
の
寝
覚
に
か
は
ら
ぬ
を

な
を
い
ろ
ふ
か
く
と
ふ
時
雨
か
な

左
右
共
申
曰
よ
の
つ
ね
の
も
の
也

勝九
一

劣
難
定
侍
り

三
十
七
番

松九
二

経
年

左
勝

御
製



九
三
契
か
…
契

(

群)

九
四
て
ん
気
に
…
て
ん
実
に

(

部)

・
け
ん
き
に

(

群)

・
て
ん
け
に

(

彰)

九
五
左
方
重
…
左
方
も

(

群)

九
六
右
哥
…
右

(

彰)

九
七
左
可
…
左
て

(

内)

― 262 ―

73
か
た
そ
き
の
行
あ
ひ
の
霜
の
い
く
返
り

契九
三

か
む
す
ふ
す
み
よ
し
の
松』

右

前
大
僧
正

74
君
か
代
の
ち
と
せ
に
あ
ま
る
末
ま
て
も

色
か
は
ら
し
と
松
の
い
ふ
な
る

左
方
申
曰
左
哥
結
て九
四

ん
気
に

き
ゝ
な
れ
て
侍
り
右
哥
尤

め
つ
ら
し
く
侍
り
右
方
申

曰
右
哥
松
の
い
ふ
な
る
と
い
へ

る
無
下
に
た
ゝ
あ
り
に
侍
り

左九
五

方
重
申
曰
殊
に
た
ゝ
あ
り｣

な
る
さ
ま
に
は
侍
ら
す
右九
六

哥
尤

可
勝
よ
し
申
之
然
而
猶
左九
七

可

勝
之
由
右
方
定
申
仍
為
勝

三
十
八
番

左
勝

僧
正

75
身
に
か
へ
て
君
の
八
千
代
を
祈
を
く



九
八
左
右
共
に
…
左
共
に
申
云

(

群)

九
九
尤
…
ナ
シ

(

彰)

― 263 ―

し
る
し
は
末
の
松
の
み
そ
み
ん

右

侍
従
藤
原
朝
臣

76
手
向
草
露
も
い
く
よ
か
契
を
き
し』

浜
松
か
え
も
い
ろ
は
か
は
ら
す

左九
八

右
共
に
左
哥
こ
と
に
こ
ゝ
ろ
あ

る
さ
ま
に
侍
り
尤九
九

可
勝
之
由
申
之

三
十
九
番

左
持

権
大
納
言
源
朝
臣

77
神
路
山
末
も
百
枝
の
松
の
陰
に

あ
ま
て
る
か
け
や
ち
き
り
初
け
ん

右

雅
経
朝
臣

78
い
つ
ま
て
か
松
の
し
つ
え
に
こ
ゆ
る
き
の｣

い
そ
ち
に
か
ゝ
る
浪
も
う
ら
め
し

左
右
と
も
に
申
曰
左
哥
こ
と
に

よ
ろ
し
く
見
え
侍
る
を
右
又
心

こ
と
葉
尤
や
さ
し
き
よ
し
各
申

仍
為
持



一
〇
〇
な
ん
…
な
ん

し
か
イ(

群)

一
〇
一
お
も
ひ
…
お
ひ

(

群)

・
生

(

彰)
一
〇
二
住
吉
や
…
住
よ
し
の

(

内
部
群
彰)

一
〇
三
神
そ
…
神
も

(

群)

一
〇
四
仍
…
可

(
群)

― 264 ―

四
十
番

左
勝

左
衛
門
督
藤
原
朝
臣

79
限
な
き
時
し
も
君
に
あ
ふ
み
な
る

し
か
の
は
ま
ま
つ
い
く
よ
ふ
り
な
一
〇
〇

ん』

右

右
近
中
将
藤
原
朝
臣

80
住
よ
し
の
岸
の
み
つ
か
き
神
さ
ひ
て

其
よ
も
し
ら
ぬ
松
の
い
ろ
か
な

左
右
共
に
申
曰
左
哥
尤
よ
ろ
し

く
侍
り
仍
為
勝

四
十
一
番

左
持

左
近
中
将
藤
原
朝
臣

81
い
に
し
へ
の
人
し
も
あ
ら
は
た
か
さ
こ
の

松
を
と
も
と
か
い
は
ま
し
も
の
を｣

右

俊
成
卿
女

82
お
一
〇
一

も
ひ
そ
め
て
君
か
た
め
し
に
住
一
〇
二

吉
や

松
も
い
く
代
と
神
一
〇
三

そ
し
る
ら
ん

左
右
と
も
無
差
事
侍
り
仍
一
〇
四



一
〇
五
を
と
め
子
…
乙
子

(

部)

― 265 ―

為
持

四
十
二
番

左
持

沙
弥
寂
印

83
す
み
よ
し
の
き
し
か
た
よ
り
も
浜
ひ
さ
し

久
し
か
る
へ
き
御
代
の
松
か
な』

右

範
宗
朝
臣

84
限
り
な
く
君
そ
見
る
へ
き
年
を
へ
て

な
を
す
ゑ
と
を
き
す
み
よ
し
の
松

両
方
申
状
同
前

四
十
三
番

左
持

家
隆
朝
臣

85
神
代
よ
り
い
く
代
か
へ
に
し
を
一
〇
五

と
め
子
か

そ
て
ふ
る
山
の
み
つ
か
き
の
松

右

秀
能｣

86
思
ふ
こ
と
な
と
す
み
よ
し
の
ま
つ
か
ひ
も

な
き
さ
に
つ
ら
き
年
の
へ
ぬ
ら
ん

左
右
申
曰
様
か
は
り
な
か
ら
そ
の



一
〇
六
躰
…
ほ
と

(

彰)

一
〇
七
万
代
や
…
万
代

(

部)

一
〇
八
同
科
…
同
躰

(

群)

― 266 ―

躰
一
〇
六

同
仍
為
持

四
十
四
番

左
持

行
能

87
奥
つ
浪
き
よ
る
浜
松
と
し
ふ
り
て

む
な
し
き
ね
の
み
あ
ら
は
れ
そ
ゆ
く

右

家
長』

88
わ
か
君
の
よ
は
ひ
を
松
の
か
け
ひ
ろ
み

下
に
か
く
れ
て
万
一
〇
七

代
や
経
ん

左
右
共
に
申
曰
両
方
歌
同
一
〇
八

科

な
り
但
む
な
し
き
ね
の
み
顕

れ
そ
ゆ
く
と
い
へ
る
い
さ
ゝ
か
ま

さ
る
へ
く
や
侍
ら
ん
右
哥
又
祝

言
心
也
仍
為
持

四
十
五
番

左
持

高
階
家
仲｣

89
君
か
代
に
く
ら
ふ
の
山
の
峯
の
松

ふ
り
に
し
色
の
千
代
は
も
の
か
は



一
〇
九
つ
き
…
つ
け

(

群)

― 267 ―

右

成
茂

90
い
く
千
代
か
な
を
す
み
の
江
の
松
の
陰

君
か
た
め
し
の
か
き
り
な
け
れ
は

左
右
共
に
申
曰
お
な
し
ほ
と
の

も
の
に
侍
り
仍
ひ
と
し
き
よ
し

つ
一
〇
九

き
侍
に
き


